
グローバルイベント2024 第1回実行委員会
次 第

令和５年６月５日（月）
１ 開会挨拶
２ 実行委員会委員の設置について
３ 実行委員会設立時に策定する規約等

(1)事務規則等、(2)事業計画案、(3)令和５年度収支予算案
４ 東京都との協定締結について
５ 企画・運営等業務委託の公募開始について
６ 閉会

【配布資料】 ※本資料については、発表まで非公表でお願いいたします（関係者限り）
資料０１ グローバルイベント2024実行委員会設置要綱（案）
資料０２ グローバルイベント2024企画選定委員会設置要領（案）
資料０３ グローバルイベント2024実行委員会会則（案）
資料０４ グローバルイベント2024実行委員会事務規程（案）
資料０５ グローバルイベント2024実行委員会財務規程（案）
資料０６ グローバルイベント2024実行委員会個人情報保護方針（案）
資料０７ グローバルイベント2024令和５年度収支予算書（案）
資料０８ 東京都とのグローバルイベント2024の実施に関する協定書（案）
資料０９ 企画・運営等業務委託仕様書（案）・企画選定委員会審査基準（案）
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１ 開会挨拶

実行委員長
宮坂 学
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２ 実行委員会委員の設置について
グローバルイベント2024実行委員会委員名簿（案）

組織名 役職名 氏名

委員長 東京都 副知事 宮坂 学
（みやさか まなぶ）

副委員長 東京都 スタートアップ・国際金
融都市戦略室長

𠮷村 恵一
（よしむら けいいち）

委員 （一社）日本経済団体連合会 常務理事
岩村 有広
（いわむら ありひろ）
※代理出席 辻口真琴

委員 （公社）経済同友会 常務理事・政策統括 菅原 晶子
（すがはら あきこ）

委員 （一社）新経済連盟 事務局長
関 聡司
（せき さとし）
※代理出席 堀 圭一

委員 東京商工会議所 常務理事 小林 治彦
（こばやし はるひこ）

委員 （一社）日本ベンチャーキャピタル協会 副会長
郷治 友孝
（ごうじ ともたか）
※欠席

委員 (一社)スタートアップエコシステム協会 代表理事 藤本 あゆみ
（ふじもと あゆみ）

委員 （一社）スタートアップスタジオ協会 代表理事
佐々木 喜徳
（ささき よしのり）
※代理出席 及部 智仁

※敬称略
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下記事務規則等に関しましては、事前にご送付させていただきました
資料をご参照ください。

✓グローバルイベント2024実行委員会設置要綱（案）
✓グローバルイベント2024企画選定委員会設置要領（案）
✓グローバルイベント2024実行委員会会則（案）
✓グローバルイベント2024実行委員会事務規程（案）
✓グローバルイベント2024実行委員会財務規程（案）
✓グローバルイベント2024実行委員会個人情報保護方針（案）

３ 実行委員会設立時に策定する規約等
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（１）事務規則等について



Sustainable High City Tech for a future
ー Creating with startups through open innovation: from Tokyo to the world ー

スタートアップとのオープンイノベーションで持続可能な社会を実現する“City-Tech”を東京から世界に発信
”City-Tech”とは・・・世界の都市が抱える課題を多様なアイデアとテクノロジーで乗り越え、持続可能な新たな都市像へと導くアプローチ

ビジョン

開催期間

開催場所

2024年5月15日（水）・16日（木）

東京ビッグサイト 西展示棟１・２ホール、アトリウム
住所︓東京都江東区有明3-11-1

参加者規模
（予定） 延べ40,000人｜来場20,000人（内海外5,000人）、オンライン20,000人

東京都は最先端のテクノロジー、多彩なアイデアやデジタルノウハウによって、世界
共通の都市課題を克服する 「持続可能な新しい価値」を生み出す「Sustainable
High City Tech Tokyo = SusHi Tech Tokyo」を実現する取組を行っている。
その取組１つとして、国内外のスタートアップ、投資家、大企業、自治体などの多様
な参加者が出会う場を提供し、社会・経済的インパクトが大きいビジネス、オープン
イノベーションが生まれる可能性を創出するため、グローバルイベント2024を東京で
実施する。

イベント
名称 SusHi Tech Tokyo 2024

事業目的

（２）グローバルイベント2024事業計画（案）について
３ 実行委員会設立時に策定する規約等

開
催
概
要
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参
考
︓
詳
細
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

企画選定委員会にてグローバルイベント2024の企画・運営
委託業者を審査し、第２回実行委員会にて選定する。

委託業者の
選定

６月７日頃 事業者公募開始
７月中旬頃 企画選定委員会開催
７月中旬頃 第２回実行委員会開催（オンライン）
７月下旬頃 事業者と委託契約締結

今後の
スケジュール
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参考︓SusHi Tech Tokyo 2024 について

※関係者限り
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（３）グローバルイベント2024令和５年度収支予算（案）について
３ 実行委員会設立時に策定する規約等
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（収入の部） （単位︓千円）

(支出の部）

負担金収入 東京都負担金 207,000

大科目 内容 予算額 備考

入場料収入 入場料 0 令和６年度予算にて計上

出展料収入 出展料 0 令和６年度予算にて計上

計 207,000

協賛金収入 協賛金 0 令和６年度予算にて計上

大科目 中科目 予算額 備考

計 207,000

事務局運営費 会議費 500 事務用品費、旅費等

事業運営費 委託料 206,500 グローバルイベント2024に関する企画等業務委託



５ グローバルイベント2024に関する企画等業務委託の公募開始について

（１）委託の予算
イベントの企画等委託（６月７日に公募開始予定）206,500千円（提示金額）
（参考︓総事業費規模 1,000,000千円程度）

（２）発注方式
企画提案方式で実施

（３）仕様書・審査基準
事前送付資料（資料９）参照

○企画提案方式とは
高度な知識・専門的な技術や創造性、構想力などが要求される業務等について、
公募により複数の者から、事業者名を伏せた形で具体的な手段・手法や運営方法等の提案を受け、
その中から目的に最も適した手段・手法等を提示した事業者を選定する契約手続。

○契約方式︓随意契約
○予定価格︓上限額を提示（提案内容のみで選定。価格競争の要素はなし）
○採用者の決定方法
最も優れた提案をした事業者を採用候補者に決定。その後、見積合わせを行い、採用者とする。

○募集方法
東京都スタートアップ・国際金融都市戦略室のウェブサイト上にて公募情報掲載予定

１ 予算、発注方式、仕様書・審査基準

9



本協定により、イベントの実施に当たって必要な基本的事項を定める。

◆ 東京都と実行委員会の業務分担
ア 東京都の業務分担
（ア）事業の企画及び実施等の協議並びに助言に関すること
（イ）甲の媒体を使用した広報に関すること。
（ウ）負担金の支出
イ 実行委員会の業務分担
（ア）事業の企画及び実施等に関すること。
（イ）実行委員会の運営に関すること。

◆ 費用負担
東京都が実行委員会に、協定書に基づき負担金を支出。
なお、年度別の負担金上限額は、年度ごとに個別に締結する協定において、
それぞれ定める。
東京都は、負担額について各年度の予算額の範囲内で負担する。
令和５年度については、負担上限額を207,000,000円とする。
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４ 東京都との協定締結について



入札参加者については、公募開始後、企画提案に参加しようとする事業者のうちから信用
等を考慮の上、事務局長が指名する（実行委員会財務規程第15条）。
そこで指名された事業者が企画選定委員会の場において企画提案を行い、企画選定委員
が審査を行う。
その上で、企画選定委員会より実行委員会に報告がされ、委託事業者を決定する。

２ 企画の選定について（企画選定委員会）

３ 第１回企画選定委員会委員選出について
第１回企画選定委員会は、７月13日(木)又は14日₍金₎ に企画選定委員会設置要綱
に基づき開催予定
➡各実行委員会の所属団体より事務担当者様１名のご参加をお願いいたします。
※時期的にご都合が合わない場合にはご連絡ください。
※企画選定委員会による事業者の提案の審査後、第２回実行委員会にて事業者を
決定予定です。
企画選定委員会 役職名

委員長 東京都スタートアップ・国際金融都市戦略室 スタートアップ戦略推進担当部長

副委員長 東京都スタートアップ・国際金融都市戦略室 戦略推進部スタートアップ戦略推進担当課長

委員 外部有識者 ２名以上 11



６ 閉会挨拶
副委員長
𠮷村 恵一
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（ 案）  

グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会設置要綱 

 

（ 設置目的）  

第１ 条 東京都は最先端のテ ク ノ ロ ジー、 多彩なア イ デア やデジ タ ルノ ウ ハウ によ っ

て 、 世 界 共 通 の 都 市 課 題 を 克 服 す る 「 持 続 可 能 な 新 し い 価 値 」 を 生 み 出 す

「 Sust ai nabl e Hi gh Ci t y Tech Tokyo = SusHi  Tech Tokyo」 を 実現する 取組を 行っ

ている 。  

その取組の１ つと し て 、 国内外のス タ ート アッ プ、 投資家、 大企業、 自治体など の

多様な参加者が出会う 場を 提供し 、社会・ 経済的イ ン パク ト が大き いビ ジネス 、オー

プン イ ノ ベーショ ン が生ま れる 可能性を 創出する ため、 グ ロ ーバルイ ベン ト 2024 を

東京で実施する 。  

イ ベン ト の開催に向け て 、 地方自治体と 関係団体等が連携し 、 よ り 効果の高いも

のと する ため、 グ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会（ 以下「 委員会」 と いう 。 ） を

設置する 。  

 

（ 所掌事項）  

第２ 条 委員会は、 次に掲げる 事項について所掌する 。  

（ １ ） イ ベン ト の企画に関する こ と 。  

（ ２ ） イ ベン ト の広報に関する こ と 。  

（ ３ ） イ ベン ト の実施に関する こ と 。  

（ ４ ） 委員会の運営に関する こ と 。  

 

（ 委員会の構成）  

第３ 条 委員は、 別表１ に掲げる 職にある 者を も っ て充てる 。  

２  委員長は、 東京都副知事の職にあ る 者を も っ て充てる 。  

３  副委員長は、 東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室長の職にあ る 者を も っ

て充てる 。  

４  委員長は、 委員会を 代表する 。  

５  委員長は、 必要に応じ て 委員会の会議を 招集し 、 主宰する 。 ま た、 関係団体等に会

議への出席を 求める こ と ができ る 。  

６  委員長が不在のと き は、 副委員長がその職務を 代行する 。  

 

（ 任 期）  

第４ 条 委員の任期は、 委員会を 設置し た 日から 委員会が解散する 日ま でと する 。  

 

（ 監 事）  

第５ 条 委員会に監事を 置く 。  

２  監事は、 別表２ に掲げる 職にあ る 者を も っ て 充て る 。  

３  監事は、 必要に応じ て 委員会の業務執行及び会計処理の状況を 監査する 。  

４  監事は、 委員会の収入及び支出の処理が完了し た 後、 委員会の収支に関する 帳簿

及び証拠書類について 監査を 行い、 その結果を 委員長に報告する 。  

 

資料０ １  



（ 案）  

（ 事務局）  

第６ 条 委員会の事務を 処理する た め、 東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室

内にグ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会事務局（ 以下「 事務局」 と いう 。 ） を 置

く 。  

２  事務局員は、 別表３ に掲げる 職にあ る 者を も っ て 充て る 。  

３  事務局長は、 東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室ス タ ート ア ッ プ戦略推

進担当部長の職にあ る 者を も っ て 充て る 。  

４  事務局長は、 委員長の命を 受け、 委員会の事務を 統括する 。  

５  副事務局長は、 東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室戦略推進部ス タ ート

ア ッ プ戦略推進担当課長の職にあ る 者を も っ て 充てる 。  

６  副事務局長は、 事務局長を 補佐する 。 ま た 、 事務局長が不在のと き は、 副事務局

長がそ の職務を 代行する 。  

 

（ 企画選定委員会）  

第７ 条 委員会は、 イ ベン ト の企画・ 広報・ 実施を 委託する 事業者を 審議する た め、

グロ ーバルイ ベン ト 2024 企画選定委員会を 置く 。  

 

（ 解 散）  

第８ 条 委員会は、イ ベン ト が終了し た 後に開催さ れる 委員会の会議における 議決を

経て 解散する 。  

 

（ 事務規程等）  

第９ 条 委員会に係る 事務規程及び財務規程について は、委員会において 定める も の

と する 。  

 

（ その他）  

第 10 条 本要綱に定めのな い事項について は、 委員長が定める 。  

 

附 則  

こ の要綱は、 令和５ 年６ 月 日から 施行する 。  

 



（ 案）  

（ 別表１ ） グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会 
 

 
 
（ 別表２ ） グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会監事 
 

 
 
（ 別表３ ） グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会事務局 
 

事務局員 

事務局長 
東京都ス タ ート アッ プ・ 国際金融都市戦略室 

ス タ ート ア ッ プ戦略推進担当部長 

副事務局長 
東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室 

戦略推進部ス タ ート ア ッ プ戦略推進担当課長 

 

実行委員会委員 

委員長 東京都副知事 

副委員長 東京都ス タ ート アッ プ・ 国際金融都市戦略室長 

委員 （ 一社） 日本経済団体連合会 常務理事 

委員 （ 公社） 経済同友会 常務理事 

委員 （ 一社） 新経済連盟 事務局長 

委員 東京商工会議所 常務理事 

委員 （ 一社） 日本ベン チャ ーキ ャ ピ タ ル協会 副会長 

委員 （ 一社） ス タ ート アッ プエコ シス テム 協会 代表理事 

委員 （ 一社） ス タ ート アッ プス タ ジオ協会 代表理事 

監 事 

東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室 
戦略推進部戦略企画課長 



（ 案）  

 
グロ ーバルイ ベント 2024 企画選定委員会設置要領 

 

（ 設置目的）  

第１ 条 グ ロ ーバルイ ベン ト 2024（ 以下「 イ ベン ト 」 と いう 。 ） の企画・ 運営を 委託する 業

者の選定については企画提案方式と し 、企画提案を 審議する ため、グロ ーバルイ ベン ト 2024

実行委員会設置要綱第７ 条に基づき 、 グロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会にグ ロ ーバルイ

ベン ト 2024 企画選定委員会（ 以下「 委員会」 と いう 。 ） を 設置する 。  

 

（ 所掌事項）  

第２ 条 委員会は、 次に掲げる 事項について所掌する 。  

（ １ ） イ ベン ト の企画提案について審査する こ と 。  

（ ２ ） 委員会の運営に関する 重要な事項に関する こ と 。  

 

（ 組織）  

第３ 条 委員会は、 委員長、 副委員長及び委員を も っ て構成する 。  

２  委員長は、 グ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会事務局長の職にあ る 者を も っ て充てる 。  

３  副委員長及び委員は、 別表に掲げる 者を も っ て充てる 。  

 

（ 委員長）  

第４ 条 委員長は、 委員会を 代表する 。  

２  委員長に事故のあ る と き は、 副委員長がその職務を 代行する 。  

 

（ 運営）  

第５ 条 委員会の運営については、 次のと おり と する 。  

（ １ ） 委員会の招集は、 委員長が行う 。  

（ ２ ） 委員会は委員の半数以上の出席がな ければ開く こ と ができ ない。た だし 、 他の委員の承

認があ る 場合は、 代理出席を 認める も のと する 。 ま た、 緊急やむを 得ない事情があ り 、 委

員会を 開催でき な い場合には、 書面によ る 持ち回り の方法によ り 決定する こ と ができ る 。 

（ ３ ） 委員会の議事は、 出席し た委員（ 代理出席を 含む。 ） の過半数を も っ て 決し 、 可否同数

の場合は、 委員長の決する と こ ろ によ る 。  

 

（ 委員会の事務）  

第６ 条 委員会の事務は、 グ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会事務局が処理する 。  

 

（ その他）  

第７ 条 本要領に定めのない事項については、 委員長が定める 。  

 

附 則  

こ の要領は、 令和５ 年６ 月 日から 施行する 。  
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別表 

 

 役職名 

委員長 

東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室 

ス タ ート ア ッ プ戦略推進担当部長 

（ グ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会事務局長）  

副委員長 
東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室 

戦略推進部ス タ ート ア ッ プ戦略推進担当課長 

委員 外部有識者 ２ 名以上 

 



（ 案）  

 

グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会会則 

 

（ 目 的）  

第１ 条 こ の会則は、 グ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会設置要綱（ 以下「 要綱」

と いう 。 ） に基づき 設置さ れた、 グ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会（ 以下「 委

員会」 と いう 。 ） の運営に必要な事項を 定める 。  

 

（ 定足数）  

第２ 条 委員会は、 委員の半数以上の出席を も っ て成立する 。  

 

（ 代理出席）  

第３ 条 委員が出席でき な い場合は、 委任状（ 様式） によ り 代理人を た て る こ と がで

き る 。  

 

（ 議決事項）  

第４ 条 委員会は、 次の事項を 議決する 。  

（ １ ） 会則の制定及び改廃に関する こ と 。  

（ ２ ） 事業計画の策定及び事業報告の承認に関する こ と 。  

（ ３ ） 予算の編成及び決算の承認に関する こ と 。  

（ ４ ） その他委員会の運営に関する 重要な 事項に関する こ と 。  

２  議決事項は、 出席し た委員（ 代理出席を 含む。 ） の過半数を も っ て決し 、 可否同

数のと き は、 委員長の決する と こ ろ によ る 。  

３  委員長が必要と 認める 場合は、 事前に送付し た議案に対し 書面を も っ て評決し 、

委員会の議決に代える こ と ができ る 。  

 

（ 経 費）  

第５ 条 委員会の運営に必要な経費は、 負担金その他の収入を も っ て充てる 。  

 

（ 謝金及び旅費）  

第６ 条 通常の委員会の開催において は、 出席者に対し て 、 謝金及び旅費は支払わな

いも のと する 。  

 

（ 残余財産）  

第７ 条 委員会が解散する と き に存する 残余財産は、 東京都の負担金の残余と し て 東

京都に還付する 。  

 

（ 守秘義務）  

第８ 条 イ ベン ト の実施及び委員会の活動において情報を 知り 得た 者は、 その情報を

委員長の許可なく 、 第三者に開示も し く は漏洩し 、 ま た は委員会の活動以外の目的
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（ 案）  

 

に使用し てはなら ない。  

 

（ 補 則）  

第９ 条 こ の会則に定める も ののほか、 こ の会則の施行に必要な事項は、 委員長が別

に定める 。  

 

附 則 

こ の会則は令和５ 年６ 月 日から 施行する 。  

 

 

  



（ 案）  

 

様式 

 

 

委 任 状 
 

（ グ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会）  

 

 

 

 

（ 代 理 人）  

 

団体・ 職名                  

 

氏   名                  

 

 

 

上記のも のを 代理人と 定め、 委任し ま す。  

 

 

 

 

   年   月   日 

 

 

 

（ 委任者）  

 

団体・ 職名                       

 

氏   名                       

 

 

 



（ 案）  

グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会事務規程 

 

（ 目 的）  

第１ 条 こ の規程は、 グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会（ 以下「 委員会」 と い

う 。） の事務の能率的運営と 、 その責任の明確化を 図る た め、 必要な事項を 定める 。  

 

（ 事案の決定）  

第２ 条 事案の決定は、 委員会の会議で議決すべき も のを 除く ほか、 その重要度に応

じ 、 別表１ に定める 者が行う も のと する 。  

２  事案を 決定する 者（ 以下「 決定権者」 と いう 。） が不在で、 当該事案について至急

に決定を 行う 必要がある と き は決定権者があ ら かじ め指定し た者が決定する 。  

 

（ 事案の決定方式）  

第３ 条 事案の決定は、 決定事項を 記載し た文書（ 以下「 起案文書」 と いう 。） に当該

事案の決定権者が電磁的に表示し 、 記録する 方式又は書面に署名し 、 若し く は押印

する 方式によ り 行う も のと する 。  

２  前項の起案文書は、 当該事案の決定権者が、 原則と し て起案用紙（ 別記様式第１

号） によ り 自ら 作成し 、 又は事務局職員のう ちから 起案者を 指定し 、 その者に必要

な指示を 与えて作成さ せる も のと する 。  

 

（ 文書の取扱い）  

第４ 条 文書は正確、 迅速、 丁寧に取り 扱い、 事務が能率的かつ適正に行われる よ う

に処理及び管理し なければなら ない。  

 

（ 文書主任の設置及び職務）  

第５ 条 事務局に文書主任を 置き 、 東京都ス タ ート ア ッ プ・ 国際金融都市戦略室戦略

推進部ス タ ート アッ プ推進課課長代理の職を も っ てこ れに充てる 。  

２  文書主任は、 事務局長の命を 受け、 次の職務に従事する 。  

（ １ ） 文書の収受、 配付及び発送に関する こ と 。  

（ ２ ） 文書の審査に関する こ と 。  

（ ３ ） 文書の整理、 保管、 保存、 引き 継ぎ及び廃棄に関する こ と 。  

（ ４ ） その他文書事務に関し 必要なこ と 。  

 

（ 簿 冊）  

第６ 条 文書の管理は文書番号簿（ 別記様式第２ 号） に記載し て行わなければなら な
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い。  

 

（ 文書の記号と 番号）  

第７ 条 委員会が収発する 文書には、 当該年度を 示す数字及び「 グ実委」 の記号を 付

し 、 一連の番号を 記載し なければなら ない。  

 

（ 文書の浄書及び発送）  

第８ 条 浄書し た文書は、 起案文書と 照合の上、 第 12 条に定める と こ ろ によ り 印章を

押印し 、 発送を 要する も のは、 その手続を し なければなら ない。 ただし 、 決定権者

が認めた場合、 上記印章の押印を 省略する こ と ができ る 。  

２  浄書、 照合、 印章を 押印、 発送を し た者は、 起案文書のそれぞれの欄に署名、 又

は押印し なければなら ない。  

 

（ 文書の整理及び保存）  

第９ 条 文書は、 常に整然と 分類し て整理し 、 完結・ 未完結の区分を 明ら かにし 、 必

要に応じ て利用でき る よ う にし ておく と と も に、 別表１ に定める 保存期間の間保管

し ておかなければなら ない。  

  

（ 印章の名称、 寸法、 ひな型等）  

第 10 条 委員会の事務局に、「 グロ ーバルイ ベン ト 実行委員会委員長之印」 を 置く 。  

２  印章の書体、 ひな型及び寸法は別表２ のと おり と する 。  

 

（ 印章の管理）  

第 11 条 印章の管理は、 事務局長が行い、 印章に関する 事務を つかさ ど る 。  

２  事務局長は、 文書主任に印章に関する 事務を 処理さ せる こ と ができ る 。  

 

（ 印章の使用）  

第 12 条 印章の押印を 求めよ う と する 者は、 印章使用簿（ 別記様式第３ 号） に必要な

事項を 記入し 、 押印し よ う と する 文書に決定済みの起案文書を 添え、 文書主任の照

合を 受けなければなら ない。  

 

（ 印章の事前押印）  

第 13 条 定例的かつ定型的な文書等で、 印章管理者が適当と 認めたと き は、 前条の規

定にかかわら ず、 同条の照合を 行う 前に当該文書等に印章を 押印する こ と （ 以下「 事

前押印」 と いう 。） ができ る 。  

２  文書主任は事前押印を 求めよ う と する と き は、 あ ら かじ め印章事前押印・ 刷り 込み



申請書兼文書等処理簿（ 別記様式第４ 号） を 印章管理者に提出し な ければな ら ない。 

３  文書主任は別記様式第４ 号によ り 、事前押印し た文書等を 適切に処理し なければな

ら ない。  

 

（ 印章の印影の刷り 込み）  

第 14 条 定例的かつ定型的な文書等で一時に多数印刷する 文書等のう ち、 印章管理者

が適当と 認めたと き は、 その印章の印影を 当該文書等に刷り 込むこ と によ り 印章の押

印に代える こ と ができ る 。  

 

（ 補 則）  

第 15 条 こ の規程に定めのない委員会の事務処理は、 東京都に準じ て行う こ と と す

る 。  

 

附 則 

こ の規程は令和５ 年６ 月 日から 施行する 。  

 



別表１

決定権者 保存期間

1 　事業計画の実施に係る基本方針の策定に関すること。

2 　委員会の会議に関すること。

3 　規程の制定及び改廃に関すること。

4 　予定価格が 1000万円以上の契約に関すること。

5 　前各号のほか、特に重要な事項に関すること。

1 　事業の実施計画を策定すること。 

2 　事務局の運営に関すること。

3 　予定価格が1000万円未満の契約に関すること。

4 　前各号のほか、重要な事項に関すること。

（注）　委員長とは、東京都副知事の職にある者とする。

別表２

書式 寸法

てん書体 方24mm

事案の区分

ひな型

委員長
（注）

５年

事務局長 ３年

グ ロ ー バ ル
イ ベ ン ト
実 行 委 員 会
委 員 長 之 印



（ 別記様式第１ 号）

発 送

件

名

委

起

案

審

査

審

議

協

議

事決

定

権

者

文書記号・ 番号 ５ グ 実 委 第 号 処

理

経

過

施　 　 行

令 和 年 月 日

施行予定 令 和 年 月 日

文
書
の
取
扱
い

令 和 年 月 日

　
の
注
意

起　 　 案 令 和 年 月 日

決　 　 定
　
回
付
・
施
行
上

令 和 年 月 日

浄 書 照 合

引

継

ぎ

保存期間

公印照合・ 押印

収　 　 受先方の文書

あ

て

先

発

信

者

名



（別記様式第２号） 文書番号簿

文書記号 文書番号 件名 起案日 決定日 決定区分 起案者



（別記様式第２号） 文書番号簿



（別記様式第３号） 印章使用簿

年月日 記号・番号 あて先 部数 担当者名



（別記様式第４号） 印章事前押印・刷り込み申請書兼文書等処理簿

５グ実委第　  号

令和  年　月  日

印章管理者（グローバルイベント2024実行委員会事務局長）殿

グローバルイベント2024実行委員会事務局文書主任
（印章省略）

事前押印
下記のとおり、印章を するので、申請します。

刷り込み

記

（本文の色及び印章の色は、刷り込みの場合にのみ記入）

部

部

部

　年　月　日

　年　月　日 部

部

　年　月　日 部

　年　月　日 部 部

部

部

部

　年　月　日

　年　月　日 部

部

　年　月　日 部

　年　月　日 部 部

部

部

　年　月　日

　年　月　日 部

部

交付印 交付年月日 交付部数 交付外使用部数(その他用途等） 残部数 備考

事前押印・刷り込み部数

　年　月　日 部

　年　月　日 部 部

部

部

部

承認・押印 使用終了・確認

回付部数

印章管理者

　　　年　　月　　日

　　　年　　月　　日

文書等の種類

文書等の用途

申請理由

部数

本文の色

印章の色

部



（ 案）  

グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会財務規程 

 

（ 目的）  

第１ 条 こ の規程は、 グロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会（ 以下「 委員会」 と いう 。） の

財務及び会計についての基本的な事項を定める こ と によ り 、 委員会の事業の能率的かつ

適正な 実施に資する こ と を 目的と する 。  

 

（ 財務管理の基本）  

第２ 条 委員会の財務は、 法令、 委員会事務規程、 本規程及びその他委員会によ り 定める

規程によ る 。  

 

（ 会計期間）  

第３ 条 委員会の会計期間は、 委員会の設置の日から すべての入出金が終了し た日ま でと

する 。  

 

（ 会計責任者）  

第４ 条 委員会の会計責任者は、 委員長と する 。  

２  委員長は、 出納に関する 事務を 事務局長に処理さ せる も のと する 。  

 

（ 科目）  

第５ 条 委員会の勘定科目は、 別表によ り 処理する も のと する 。  

 

（ 予算編成及び執行の原則）  

第６ 条 予算は、 事業計画に従い当該会計年度に見込ま れる すべての収入及び支出内容を

明瞭に表示する も のでなければなら ない。  

２  予算は、 最小の経費を も っ て最大の効果を あげる よ う 編成し 、 計画的かつ効率的に執

行し な ければなら ない。  

 

（ 予算案の作成）  

第７ 条 委員長は、 会計期間開始前に事業計画及びそれに基づく 予算案を 作成し 、 委員会

の会議に提出する も のと する 。  

 

（ 予算の執行）  

第８ 条 事務局長は、 当該目的及び区分に従っ て、 予算を 執行し なければなら ない。  

２  予算の支出は、 大科目に定めら れた金額の範囲内でこ れを 行わなければなら ない。 た
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だし 、 予算執行上やむを 得ない場合には、 予算を 流用する こ と ができ る 。 こ の場合にお

いて、 事務局長はその事由を 付し 委員長の承認を 受けなければなら ない。  

３  前項における 委員長の承認は、 20％を 超えない場合、 省略する こ と ができ る 。  

 

（ 指定金融機関）  

第９ 条 委員会の預金口座を 設ける 金融機関（ 以下「 指定金融機関」 と いう 。） の指定及

びその変更は、 事務局長が行う 。  

 

（ 金銭の出納）  

第 10 条 事務局に金銭出納員を 置き 、 東京都ス タ ート アッ プ・ 国際金融都市戦略室戦略

推進部ス タ ート ア ッ プ推進課課長代理の職にある も のを も っ て充てる 。  

２  事務局長は、 金銭の出納に関する 事務を 金銭出納員に委任する 。  

３  金銭出納員は、 金銭の出納に当たり 、 証票類を 審査し 、 出納の内容及び経過を 明ら か

にし た文書、 その他の関係書類を 添付し 、 事務局長の審査を 受けなければなら ない。  

 

（ 収納手続）  

第 11 条 事務局長は、 収納金額が確定し たと き は、 請求書を 作成し 、 納入者に送付し な

ければなら ない。 ただし 、 口頭その他の方法によ り 納入の通知を する 場合はこ の限り で

はない。  

２  金銭を 収納し た場合は、 原則と し て領収書を 相手方に交付し なければなら ない。 た 

 だし 、 金融機関等において振込みが行われた場合は、 その控えを も っ て領収証と し 、  

 希望のある 場合のみ、 別途領収書を 発行する 。  

３  収納金は、 指定金融機関に預金する も のと し 、 直接こ れを 支払資金に充ててはなら な

い。  

 

（ 支出手続）  

第 12 条 事務局長は、 支出を 行おう と する と き は、 支出科目、 支払金額及び支出の内容

が適切である かを 調査し て、 債権者から の請求書の内容を 確認の上、 行わなければなら

ない。 ただし 、 以下の場合はこ の限り ではない。  

（ １ ） 請求書を 徴収し がたい場合 

（ ２ ） その他事務局長が請求書を 徴する 必要がないと 認めた場合 

２  前項の規定によ り 、 支出を 行っ た場合は、 相手方から 領収証書を 受け取ら なければな

ら ない。 ただし 、 領収証書を 徴する こ と が困難な支払いについては、 事務局長の支払証

明書その他支払の確認ができ る 書類によ っ て領収証書に代える こ と ができ る 。  

 

 



 

（ 仮払）  

第 13 条 契約上又は事業の運営上、資金の前渡又は概算によ り 支払を 行う 必要があ る 場合

においては、 仮払によ り 行う こ と ができ る 。  

 

（ 契約方法）  

第 14 条 委員会が締結する 契約は、 競争入札又は随意契約の方法によ り 行う も のと す

る 。  

 

（ 入札参加者の指名）  

第 15 条 前条の規定によ る 競争入札の参加者は、 参加し よ う と する 者のう ちから 信用等

を 考慮の上事務局長が指名する 。  

 

（ 随意契約）  

第 16 条 第 14 条の規定によ り 随意契約する 場合は、 次の各号のいずれかに該当し なけれ

ばなら ない。  

（ １ ） 契約の性質又は目的が競争入札に適し ないと き 。  

（ ２ ） 競争入札に付する こ と ができ ないと き 。   

（ ３ ） 予定価格が 100 万円未満の売買契約その他の契約を する と き 。  

（ ４ ） 前各号に定める も ののほか、 事務局長が特に必要と 認めたと き 。  

 

（ 契約書の作成等）  

第 17 条 事務局長は、 契約の相手が決定し たと き は、 遅滞なく 契約の目的、 契約事項及

び履行期限その他必要な事項を 記録し た契約書を 作成し なければなら ない。  

２  前項の規定にかかわら ず、 次の各号のいずれかに該当する 場合は、 契約書の作成を 省

略する こ と ができ る 。  

（ １ ） 電気、 公衆電気通信等の役務の提供を 受ける も の又は法令等の定めによ り その必要

がないも のであ る と き 。  

（ ２ ） 契約金額 100 万円未満の契約 

（ ３ ） 物品を 売り 払う 場合において、 買い受け人が代金を 即時に支払っ て物品を 引き 受け

る と き 。  

（ ４ ） 前各号に掲げる も ののほか、 随意契約によ る 場合で、 慣行によ る も の、 又は、 事務

局長がその必要がないと 認めたも のである と き 。  

３  前項の規定によ り 、 契約書の作成を 省略する 場合においても 、 軽易なも の又は契約の

性質上必要がないと 認める 場合を 除き 、 契約の適正な履行を 確保する ため、 請書その他

こ れに準ずる 書類を 徴する も のと する 。  

 



 

（ 検査）  

第 18 条 事務局長は、 請負契約、 物件の買入又は役務の提供を 受ける 契約については、

その受ける 給付の完了の確認を する ため、 あら かじ め職員を 指名し 、 必要な検査を さ せ

なければなら ない。  

 

（ 決算資料の作成等）  

第 19 条 委員長はすべての収支金額確定後、 収支計算書及び事業報告書を 速やかに作成

し 、 委員会の会議に提出し 、 承認を 得る こ と と する 。  

 

（ 現金出納簿）  

第 20 条 事務局長は、 委員会の適正な財務管理を 図る ため、 現金出納簿（ 別記様式第１

号） を 備え整理し なければなら ない。  

 

（ 補則）  

第 21 条 こ の規程に定めのない委員会の会計処理は、 東京都に準じ て行う こ と と する 。  

 

附 則 

こ の規程は、 令和５ 年６ 月 日から 適用する 。  

 



別表

（収入の部）

大科目

負担金収入

出展料収入

入場料収入

協賛金

雑収入

（支出の部）

大科目 中科目 内容

委託料 会場の借上・設営、装飾等及び事業運営に係る委託経費

雑支出 その他の支出

会議費 委員会の開催等に係る経費

旅費交通費 事務局員等の旅費、交通費

消耗品費 事務運営に係る消耗品の経費

役務費 振込手数料、保険料、その他の経費

事業運営費

事務局運営費

内容

東京都からの負担金収入

その他の収入

入場料

出展料

協賛金



（別記様式第１号）

現金 預金 計

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

現金出納簿

年月日 摘要 受 払
残

科目



令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)

令和　　年　　月　　日 (５グ実委　　号)



（ 案）  

グロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会個人情報保護方針 

 

グ ロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会（ 以下「 実行委員会」 と いう 。） では、 個人情報の収

集・ 利用・ 管理について、 次のと おり 適切に取り 扱う と と も に、 安全性を 確保する ために次

の取組を 実施いたし ま す。  

 

１  個人情報の保護に関する 法令等の遵守 

イ ベン ト の実施にかかる 個人情報の取り 扱いに当たっ ては、「 個人情報の保護に関する

法律」 及びその他の関係法令を遵守いたし ま す。  

 

２  実行委員会と し ての責務 

個人情報を収集する 際は、その収集目的を 明示し 、目的を 達成する ために必要な範囲内

で行う こ と を 明ら かにし た上で、 本人の意思によ る 情報の提供を 受ける こ と を 原則と し

ま す。  

ま た、 個人情報の収集目的を 超えた実行委員会内における 利用及び実行委員会委員以

外の者への提供は、今後のイ ベン ト 開催にかかる 案内や、イ ベン ト 主催団体から の施策及

びこ れに関連する 内容の案内・ 照会等の場合を 除き 、 一切いたし ま せん。  

 

３  個人情報の安全管理措置の徹底 

個人情報を 取り 扱う 情報管理の責任者を 置き 、 個人情報保護のための適切な管理に取

り 組みま す。  

ま た、 提供を 受けた個人情報を漏えい、 盗難、 紛失、 破壊等から 保護し 維持する ため、

適切な対策を 講じ ま す。  

 

４  その他個人情報の取り 扱いに関する 事項 

本人から 自己の個人情報について開示ま たは利用停止を 求めら れた場合及び開示の結

果、 誤っ た情報があり 、 訂正ま たは削除を 求めら れた場合は遅滞なく 対応し ま す。  

ま た、実行委員会委員、実行委員会事務局及び関係機関のすべての者に対し てこ の方針

を 徹底し 、 セキュ リ ティ 意識の向上を 図り ま す。 個人情報に関する 問い合わせ・ 開示請求

等については、 下記ま でお問い合わせく ださ い。  

 

グ ロ ーバルイ ベント 2024 実行委員会  

東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号  

電話 ０ ３ （ ５ ３ ８ ８ ） ２ １ ０ ６ （ 直）  

資料０ ６  



【 別紙２ 】

 グロ ーバルイ ベント 2024実施に伴う 令和５ 年度収支予算を、 下記のと おり 編成する 。

（ 収入の部） （ 単位: 千円）

(支出の部）

グ ロ ーバルイ ベント 20 24  令和５ 年度収支予算書（ 案）

記

負担金収入 東京都負担金 207,000

大科目 内容 予算額 備考

入場料収入 入場料 0 令和６ 年度予算にて計上

出展料収入 出展料 0 令和６ 年度予算にて計上

計 2 0 7 ,0 0 0

協賛金収入 協賛金 0 令和６ 年度予算にて計上

大科目 中科目 予算額 備考

計 2 0 7 ,0 0 0

事務局運営費 会議費 500 事務用品費、 旅費等

事業運営費 委託料 206,500 グロ ーバルイ ベント 2024に関する 企画等業務委託



 

（ 案）  

1 

 

グロ ーバルイ ベント 2024 に関する 基本協定 

 

東京都（ 以下「 甲」 と いう 。） 及びグロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会（ 以下「 乙」 と い

う 。） は、 国内外のス タ ート アッ プ、 投資家、 大企業、 自治体など の多様な参加者が出会う

場を 提供し 、 社会・ 経済的イ ンパク ト が大き いビ ジネス 、 オープンイ ノ ベーショ ンが生ま れ

る 可能性を 創出する ため実施する「 グロ ーバルイ ベン ト 2024（ 以下「 本イ ベン ト 」と いう 。）」

について、 次のと おり 基本協定（ 以下「 本協定」 と いう 。） を 締結する 。  

 

（ 目的）  

第１ 条 本協定は、 甲乙が、 相互に協力・ 連携し 、 本イ ベン ト を 実施する ため必要な事項を

定める こ と を 目的と する 。  

 

（ 協定期間）  

第２ 条 本協定の期間は、 協定締結の日から 乙が解散する ま での間と する 。  

 

（ 事業内容）  

第３ 条 国内外のス タ ート アッ プ、 投資家、 大企業、 自治体など の多様な参加者が出会う 場

を 提供し 、 社会・ 経済的イ ンパク ト が大き いビジネス 、 オープン イ ノ ベーショ ン が生ま れ

る 可能性を 創出する こ と を 目的と し 、第６ 条に規定する 年度ご と の「 グロ ーバルイ ベント

2024 関する 年度協定」（ 以下、 年度協定と いう 。） に定める「 事業計画書」 及び「 収支予算

書」 に基づき 本イ ベント を 実施する 。  

 

（ 役割分担）  

第４ 条 甲又は乙は、本イ ベント の実施に当たっ て、それぞれ次に掲げる 業務を分担する 。  

（ １ ） 甲の業務分担 

ア 事業の企画及び実施等の助言に関する こ と  

イ  甲の媒体を 使用し た広報に関する こ と  

ウ  負担金の支出 

エ その他甲が必要と 認める こ と  

（ ２ ） 乙の業務分担 

ア 事業の企画及び実施等に関する こ と  

イ  実行委員会の運営に関する こ と  

ウ  その他乙が必要と 認める こ と  

２  乙は、 自己の分担業務について、 第三者に委託でき る も のと する 。  

 

 



 

（ 案）  

2 

 

（ 費用負担等）  

第５ 条 本イ ベン ト に関する 費用の負担は、「 収支予算書」 に基づき 乙が負担する 。  

２  甲によ る 費用負担（ 以下、「 負担金」 と いう 。） の上限額は、 次条に規定する 年度協定に

おいてそれぞれ定める も のと する 。甲は、負担額について各年度の予算頷の範囲内で負担

する も のと する 。  

３  本イ ベン ト の実施において、乙は、民間事業者から の協賛金等を 乙の収入と し て充当す

る こ と ができ る 。  

４  乙が解散する と き に存する 残余財産は、 甲の負担金の残余と し て甲に還付する 。  

５  本イ ベン ト に係る 費用の精算の結果、 欠損金が生じ たと き は甲乙で協議する も のと す

る 。  

 

( 年度協定等)  

第６ 条 甲及び乙は、 各年度において年度協定を 締結し 、 以下の事項を 定める 。 なお、 令和

５ 年度の年度協定の期間は、 協定の締結の日から 令和６ 年３ 月 31 日ま でと し 、 令和６ 年

度の年度協定の期間は、 令和６ 年４ 月１ 日から 乙が解散する ま でと する 。  

（ １ ） 当該年度における 本イ ベント の実施に向けた事業実施内容 

（ ２ ） 当該年度における 収支予算及び甲負担金の上限額 

（ ３ ） その他必要な事項 

２  甲及び乙は、 本協定及び年度協定に定めのない事項については、 甲乙協議の上、 別途協

定を 締結する こ と ができ る 。  

 

（ 経理）  

第７ 条 乙は、 本イ ベン ト に関し て専用の口座を 開設する と と も に他の事業から 区分し て

会計を 設け、 経理を 明確にし なければなら ない。  

２  乙は、本イ ベント に係る 収入及び支出を 明ら かにし た帳簿を 備え、当該収入及び支出に

ついて証拠書類を 整理し 、常に経理状況を 明ら かにする と と も に、乙が解散後は甲に適正

に引き 継ぐ も のと する 。  

３  前項に規定する 帳簿及び証拠書類は、 本イ ベン ト 終了後５ 年間保管する も のと する 。  

４  甲は乙に対し 、 いつでも 前項に定める 経理に係る 帳簿等の閲覧を 求める こ と ができ る 。 

 

（ 実績報告及び検査）  

第８ 条 乙は、 本イ ベント が完了し たと き は、 甲に対し 必要な実績の報告を 行う 。  

２  乙は、甲から の求めに応じ て、実績報告が本協定の内容に適合する こ と を 確認する ため

の検査に対応する も のと する 。  

 

 



 

（ 案）  

3 

 

（ 事務処理状況の調査）   

第９ 条 甲は、 必要と 認める と き は乙の事務処理状況を調査する こ と ができ る 。  

２  甲は、前項の調査に当たり 、第７ 条第２ 項に定める 帳簿その他の関係書類等の提出を乙

に求める こ と ができ る 。  

 

（ 解除及び負担金の返還）  

第 10 条 次の各号のいずれかに該当する 場合は、 甲及び乙は本協定を解除する こ と ができ

る 。 こ の場合において、 実費に係る 負担を除き 、 甲は乙に対し 支払っ た負担金の一部又は

全部について返還を 求める こ と ができ る 。  

（ １ ） 甲又は乙が本協定書の各条項に著し く 反し たと き  

（ ２ ） 甲において、 公益上の見地から 本イ ベン ト を 中止する 必要が生じ たと き  

（ ３ ） 乙の本イ ベント の執行上、 ふさ わし く ない行為があっ たと き  

（ ４ ） 天変地異など の影響によ り やむを 得ず中止する 場合 

２  甲及び乙は、前項の規定に基づき 、本協定を 解除し たため本協定の相手方に損害が生じ

ても 、 その賠償の責めを 負わない。  

 

（ 中止・ 延期）  

第 11 条 前条第１ 項に規定さ れた場合以外に甲及び乙が本イ ベント の中止又は延期を希望

する 場合は、 甲乙協議の上、 決定する も のと する 。  

 

（ 延滞金及び違約加算金）  

第 12 条 甲が第 10 条の規定によ り 乙に負担金の返還を 求めた場合において、 乙がこ れを

納期日ま でに納付し なかっ たと き は、納期日の翌日から 納付の日ま での日数に応じ 、その

未納付額につき 、 年 10. 95 パーセン ト の割合で計算し た延滞金（ 100 円未満の場合を除

く 。） を 納付する 。  

２  第 10 条第１ 項第１ 号から 第３ 号ま でに該当し 、 本協定を 解除し て、 甲が乙に負担金の

返還を 求めた場合においては、受領の日から 納付の日ま での日数に応じ 、当該負担金の額

につき 、 年 10. 95 パーセン ト の割合で計算し た違約加算金（ 100 円未満の場合を 除く 。）

を 納付する 。  

 

（ 延滞金の計算）  

第 13 条 甲が前条第１ 項の規定によ り 乙に延滞金の納付を 求めた場合において、 返還を 求

めた負担金の未納付額の一部が納付さ れたと き は、 当該納付の日の翌日以降の期間に係

る 延滞金の計算の基礎と なる べき 未納付額は、 その納付金額を 控除し た額によ る も のと

する 。  

 



 

（ 案）  
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（ 損害賠償責任）  

第 14 条 甲及び乙は、 本協定に定める 義務を履行し ないため本協定の相手方に損害を与え

たと き は、 その損害に相当する 金額を 損害賠償と し てその相手方に支払わなければなら

ない。  

２  本イ ベン ト の実施に当たり 、乙の責めに帰すべき 事由によ り 、本協定の相手方又は第三

者に損害を 与えたと き は、 乙はその損害を 賠償する 責を負う も のと する 。  

３  甲は、前項の規定によ り 乙が損害を 賠償し た場合において、乙に負担さ せる こ と が不適

当である と 認める と き は、その全部又は一部について、乙から の求償に基づき 負担する こ

と ができ る 。  

 

（ 緊急時の対応）  

第 15 条 甲及び乙は、 本イ ベント の実施期間中、 運営業務の実施に関連し て事故、 災害、

その他の緊急事態（ 以下「 緊急事態」 と いう 。） が発生し た場合に備え、 対処に関する 体

制の整備その他必要な措置に関する 事項を 定めなければなら ない。  

２  甲及び乙は、 緊急事態が発生し た場合は、 速やかに必要な措置を 講ずる と と も に、 関係

者に対し て緊急事態発生の旨を通報し なければなら ない。  

３  緊急事態が発生し た場合は、甲及び乙は、事故等の原因調査に当たら なければなら ない。 

４  乙は、 前項の調査結果について、 速やかに甲に報告する も のと する 。  

 

（ 暴力団等の排除）  

第 16 条 乙は、 乙が締結する 売買、 賃借、 請負その他の契約に、 暴力団（ 東京都暴力団排

除条例（ 平成 23 年東京都条例第 54 号。 以下「 暴排条例」 と いう 。） 第２ 条第２ 号に規定

する 暴力団を いう 。 以下同じ 。） 又は暴力団員等（ 暴排条例第２ 条第３ 号に規定する 暴力

団員及び同条第４ 号に規定する 暴力団関係者を いう 。） が介入する こ と のないよ う 十分留

意する と と も に、 暴力団等反社会的行為者を 排除する 措置を講ずる こ と 。  

２  乙は、 本イ ベン ト の運営業務を 実施する に当たり 、 乙や乙に所属・ 関連する 法人その他

団体又はその代表者、 役員、 使用人、 従業者若し く は構成員に、 暴力団又は暴力団員等に

よ る 不当若し く は違法な要求又は本協定の適正な履行を 妨げる 妨害を 受けたと き は、 次

の義務を 負う も のと する 。  

（ １ ） 断固と し て不当介入を 拒否する こ と 。  

（ ２ ） 甲に報告する こ と 。  

（ ３ ） 警察に通報する と と も に捜査上必要な協力を する こ と 。  

 

（ 守秘義務）  

第 17 条 甲及び乙は、 本イ ベント の実施に際し 知り 得た秘密を 第三者に漏ら し てはなら な

い。 業務終了後においても 同様と する 。  



 

（ 案）  
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（ 個人情報の取扱い）  

第 18 条 甲及び乙が、分担業務によ り 取得し た個人情報は、各々が保有する 個人情報と し 、

他人に漏ら し てはなら ない。 運営業務終了後においても 同様と する 。  

２  甲及び乙は、各々が保有する 個人情報の取扱いについて、国内外の関連法令等を 遵守し 、

適正に管理を 行う 。  

３  甲又は乙の故意・ 過失によ り 事故が生じ た場合は、各々の責任と 費用負担によ り こ れを

解決する 。  

４  甲及び乙は、本イ ベン ト に係る 業務が終了し たと き は、各々が保有する 個人情報につい

て、 法令等にあら かじ め定めら れた保存年限に従い保管し た後、 適正に廃棄する 。  

 

（ 裁判管轄）  

第 19 条 本協定に関し て生じ た甲乙間の紛争については、 東京地方裁判所を 第一審の専属

的合意管轄裁判所と する 。  

 

（ 権利の帰属）  

第 20 条 本イ ベント の実施によ り 得ら れる 成果・ 著作物に対する 著作権は、 乙に帰属する

も のと し 、 乙が解散後は甲に適正に引き 継ぐ も のと する  

２  甲及び乙並びに乙の構成員は、 それぞれの事業において必要がある と 認める 場合には、

本件によ る 乙の保有成果物を 利用でき る も のと し 、 乙は別途料金を 請求し ないも のと す

る 。  

 

（ 印刷物の作成）  

第 21 条 乙は、 甲の共催・ 後援名義等の印刷物を作成する 場合は、 事前に原稿を 甲に提出

し 、 甲の承認を 得る も のと する 。  

 

（ 協定の変更）  

第 22 条 甲及び乙は、 運営業務の内容等を変更する 必要がある と き 又は経済情勢の変動、

不可抗力その他予期する こ と ができ ない事由によ り 本協定に定める 条件が不適当と なっ

た場合は、 協議の上本協定を 変更する こ と ができ る 。  

 

（ 補則）  

第 23 条 本協定に定めのない事項又は本協定に関し 疑義が生じ たと き は、 甲及び乙は、 そ

の都度誠意を も っ て協議を 行い、 こ れを 決定する も のと する 。  

 

 

 



 

（ 案）  
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協定締結の証と し て甲と 乙と は、 本協定書を ２ 通作成し 、 それぞれ記名押印の上、 そ

の１ 通を 保有する 。  

 

 

 

 

    年   月   日 

 

 

       東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

   甲   東京都 

       代表者 東京都知事    小 池 百合子 

 

 

 

       東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

   乙   グロ ーバルイ ベン ト 2024実 行 委 員 会  

       代表者 実行委員長    宮 坂 学 

 

 



（ 案）  

令和５ 年度 グロ ーバルイ ベン ト 2024 に関する 年度協定 

 

東京都（ 以下「 甲」 と いう 。） 及びグロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会（ 以下「 乙」 と い

う 。） は、 令和５ 年６ 月  日付けで締結し た「 グロ ーバルイ ベント 2024 に関する 基本協

定」（ 以下「 基本協定」 と いう 。） に基づき 、「 グロ ーバルイ ベント 2024（ 以下「 本イ ベン ト 」

と いう 。）」 に関する 令和５ 年度の実施内容及び費用負担等について、 次のと おり 協定（ 以下

「 本協定」 と いう 。） を 締結する 。  

 

（ 目的）  

第１ 条 本協定は、基本協定第６ 条に基づき 、令和５ 年度の本イ ベント の実施内容及び費用

負担等に関する 事項について定める こ と を 目的と する 。  

 

（ 協定期間）  

第２ 条 本協定の期間は、 協定締結の日から 令和６ 年３ 月 31 日ま で（ 以下「 本年度」 と い

う 。） と する 。  

 

（ 実施内容等）  

第３ 条 本年度における 本イ ベント の実施内容は、 別紙１ 「 令和５ 年度事業計画書」（ 以下

「 事業計画書」 と いう 。） のと おり と する 。  

２  事業計画書を 変更する 必要がある 場合は、甲及び乙が事前に協議を 行い、書面によ り 変

更する も のと する 。 ただし 、 軽微な変更については、 乙は、 甲に対する 事後の報告をも っ

て代える こ と ができ る 。  

 

（ 負担金額）  

第４ 条 本年度における 収支予算及び甲負担金の上限額は、別紙２「 令和５ 年度収支予算書」

（ 以下「 収支予算書」 と いう 。） のと おり と する 。  

２  甲は負担額について令和５ 年度の予算額の範囲内で負担する も のと する 。  

２  収支予算書を 変更する 必要がある 場合は、甲及び乙が事前に協議を 行い、書面によ り 変

更する も のと する 。 ただし 、 軽微な変更については、 乙は、 甲に対する 事後の報告をも っ

て代える こ と ができ る 。  

 

（ 負担金の払込）  

第５ 条 乙は、 甲に対し て負担金の支払を 請求し 、 甲はその内容を 審査し 、 適正と 認めたと

き は、 乙に負担金を 支払う も のと する 。  

 

 



（ 案）  

（ 事業報告及び決算報告）  

第６ 条 乙は、第３ 条第１ 項に定める 内容が終了し たと き は、別記第１ 号様式によ り 速やか

に事業報告書、収支決算書及びその他甲の指定する 書類を 甲に提出し 、その承認を 得なけ

ればなら ない。  

 

（ 負担金の精算）  

第７ 条 甲は、 前条の規定によ り 提出のあっ た書類に基づき 、 速やかにその内容を 調査・ 審

査の上、適当と 認めら れる と き は、負担額を 確定し 、乙に対し て別記第２ 号様式によ り 通

知する 。  

２  乙は、前項によ る 額の確定通知を 受けたと き は、直ちに別記第３ 号様式によ り 精算し 、

余剰金が生じ た場合には甲に返還する も のと する 。  

 

 

 

 

 協定締結の証と し て甲と 乙と は、 本協定書を ２ 通作成し 、 それぞれ記名押印の上、 その１

通を 保有する 。  

 

 

 

 

    年   月   日 

 

 

       東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

   甲   東京都 

       代表者 東京都知事   小 池 百合子  

 

 

 

       東京都新宿区西新宿二丁目８ 番１ 号 

   乙   グ ロ ーバルイ ベント 2024実 行 委 員 会  

       代表者 実行委員長   宮 坂 学 

  



（ 案）  

 

別記 

（ 第１ 号様式）  

 

 

年   月   日 

 

 

東 京 都 知 事  殿 

 

 

 

 所 在 地 

 名 称 

代表者氏名 

 

 

 

グ ロ ー バ ル イ ベ ン ト 2024の実施に係る  

事業報告書・ 収支決算書の提出について 

 

 

こ のこ と について、 グロ ーバルイ ベン ト 2024に関する 年度協定第６ 条の 

規定に基づき 、 別添のと おり 提出し ま す。  

 

  



（ 案）  

 

（ 第２ 号様式）  

 

 

ス 戦ス 第  号 

年  月  日 

 

 

名 称 

代表者名 

 

 

東京都知事 

 

 

 

 

グ ロ ー バ ル イ ベ ン ト 2024の実施に係る 事業報告書・ 収支決算書の承認 

及び東京都負担額の確定について 

 

 

 

こ のこ と について、   年  月  日付けで提出のあり ま し たグ ロ ー バ ル イ ベ ン

ト 2024の実施に係る 事業報告書及び収支決算書については、 記載のと おり 承認いたし ま

す。  

ま た、 東京都が負担する 額について、 下記のと おり 確定し ま し たので通知し ま す。  

 

 

記 

 

 

負担金額確定額  金            円 

 

 

  



（ 案）  

 

（ 第３ 号様式）  

 

 

年  月  日 

 

 

 東 京 都 知 事  殿 

 

 

 

 所 在 地 

 名 称 

代表者氏名 

 

 

 

グ ロ ー バ ル イ ベ ン ト 2024の実施に係る 負担金精算書 

 

 

こ のこ と について、   年  月  日付  ス 戦ス 第  号で額の確定のあっ た 

標記の件について、 下記のと おり 精算し ま す。  

 

 

記 

 

 

受領額               円 

 

確定額               円 

 

返還額               円 

 



【 別紙 1】  

 

令和５ 年度事業計画書 

 

 

１  事業名 

グロ ーバルイ ベント 2024 

 

２  目的 

東京都は最先端のテク ノ ロ ジー、多彩なアイ デアやデジタ ルノ ウ ハウ によ っ て、世界共

通の都市課題を 克服する「 持続可能な新し い価値」を 生み出す「 Sustainable H igh City Tech 

Tokyo =  SusH i Tech Tokyo」 を 実現する 取組を 行っている 。  

その取組の１ つと し て、 国内外のス タ ート アッ プ、 投資家、 大企業、 自治体など の多様

な参加者が出会う 場を 提供し 、 社会・ 経済的イ ン パク ト が大き いビ ジネス 、 オープン イ ノ

ベーショ ンが生ま れる 可能性を創出する ため、 グロ ーバルイ ベント 2024 を 2024 年 5 月

東京で実施する 。  

 

３  期間 

協定締結の日から 令和６ 年３ 月 31 日ま で 

 

４  委託業者の選定 

企画選定委員会にてグロ ーバルイ ベン ト 2024 の企画等委託事業者を 審査し 、 実行委員

会にて選定する 。  

 

５  実施場所 

企画委託事業者事務所内等 

 

６  事業内容 

グロ ーバルイ ベント 2024 の企画、 実施準備 

 

７  今後のス ケジュ ール 

６ 月 7 日頃 事業者公募開始 

７ 月中旬頃 企画選定委員会開催 

７ 月中旬頃 第２ 回実行委員会開催（ オン ラ イ ン）  

７ 月下旬頃 事業者と 委託契約締結 

その他詳細は下記図のと おり  



 

 

 

以上 
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仕様書 

 

１  委託業務の件名 

グローバルイベント 2024 に関する企画等業務委託 

 

２  契約期間 

契約確定の日の翌日から令和 6 年３ 月 31 日まで 

 

３  履行場所 

グローバルイベント 2024 実行委員会（ 以下、「実行委員会」という。） が指定する場所 

 

４  目的 

東京都は最先端のテクノロジー、多彩なアイデアやデジタルノウハウによって、世界共通の都市課

題を克服する「持続可能な新しい価値」を生み出す「Sustainable H igh Ci ty Tech  Tok yo = 

SusH i  Tech  Tokyo」を実現する取組を行っている。 

その取組１ つとして、国内外のスタート アップ、投資家、大企業、自治体などの多様な参加者が

出会う場を提供し、社会・経済的インパクト が大きいビジネス、オープンイノベーションが生まれる可能

性を創出するため、グローバルイベント 2024（ 以下、「本イベント 」という。） を東京で実施する。 

 

５  通則 

（ １ ） 受託者は、本業務を実施するにあたり実行委員会と詳細に協議を行い、実行委員会の承認

を受けて作業を進めるものとする。また、本仕様書の解釈に疑義が生じた場合には、その都度、

実行委員会と協議のうえ、決定するものとする。 

（ ２ ） 受託者は、本業務の趣旨を十分に理解し、円滑な遂行に留意して業務を遅滞なく進めるこ

と。 

（ ３ ） 受託者は、本事業の実施に当たっては、本イベントの主旨に鑑み、より豊かで持続可能な“未

来の都市”を実現するための技術の活用を重視するとともに、サステナビリティに配慮し、事業に伴

い発生した廃棄物等は最大限リサイクルするなど、環境への負荷を最小限にするよう努めること。

また、東京都グリーン購入ガイド（ 2023 年度版） の基準を満たすこと 

（ ４ ） 本イベント における使用言語は英語を主とし、日本語のサポート も実施する前提で本業務を

実施すること。 

（ ５ ） 国内外の関係団体、国、地方自治体、大学、関連イベントや都事業等と可能な限り連携を

図り、連携プログラムの実施・同時開催等の企画、出展、登壇者の依頼等プログラム編成に適

切に反映すること。 

（ ６ ） 登壇者、参加者等に関してダイバーシティを考慮し、多様性に富んだプログラム内容とすること。

特に登壇者は、特定の性別、年代、国籍等が偏ることがないように、バランスを見て人選を進め

ること。 
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（ ７ ） 快適な通信環境の整備等、来場者の利便性を考慮した対応をすること。 

（ ８ ） 都が SusH i  Tech Tok yo の共通コンセプトの元で展開している「東京ベイ eSG プロジェク

ト 国際発信イベント 」及び世界の主要都市トップが参加する国際会議「G-N E TS」は同時期に

開催予定である。３ つのイベントが一体となって開催されるため、各事業担当者及び委託事業

者等と必ず連携し、一体感のあるイベントとなるよう調整すること。 

・SusH i  Tech Tok yo 

h ttps://www.seisak uk ik ak u .m etro.tok yo.l g. jp/cross-effor ts/sush i tech tok yo/ 

・東京ベイ eSG プロジェクト国際発信イベント  

h ttps://www.tok yobayesg.m etro.tok yo. lg . jp/ 

・G-N E TS 

h ttps://www.g-nets.m etro.tok yo. l g. jp/ 
 

６  支払方法 

支払いは、全ての業務の履行を確認後、受託者からの適法な請求書に基づき、一括して行うこと

とする。ただし、委託者との協議により、完了した業務について、分割して委託料を支払うことも可能

とする。 

 

７  本イベント概要 

・主催者 

グローバルイベント 2024 実行委員会 

・開催日程 

令和 6 年 5 月の実行委員会が別途指定する 2 日間  

・開催場所 

別途実行委員会が指定する場所  

・ビジョン 

～ Sustainable H igh City Tech for  a future ～ 

スタート アップとのオープンイノベーションで持続可能な社会を実現する“City-Tech”を東京から世

界に発信  

※City-tech とは…世界の大都市固有の課題を、多様なアイデアとテクノロジーで解決し、新たな

都市像を導くアプローチ 

・形式 

オフライン・オンラインの双方による、ハイブリッド開催 

・言語 

 英語（ メイン） ・日本語 

・イベントの規模 

オフライン参加人数: 延べ2 万人以上（ 内海外延べ5,000 人）  

オンライン参加人数: 延べ2 万人以上 

 

https://www.seisakukikaku.metro.tokyo.lg.jp/cross-efforts/sushitechtokyo/
https://www.tokyobayesg.metro.tokyo.lg.jp/
https://www.g-nets.metro.tokyo.lg.jp/
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・集客ターゲット （ いずれも国内外）  

展示・出展のターゲット: スタートアップ、大企業、行政機関（ 国・都市） 、大学  

参加者のターゲット: 上記に加え、VC/投資家（ 事業会社や金融機関等を含む。以下、 

別紙１ 「委託内容詳細」も同様） 、メディア、学生等 

※スタート アップについては、以下に合致するものをメインターゲットとして設定すること  

①ビジョンに合致する都市の課題を解決するテクノロジー、事業アイディアを有する  

②大企業と協業できるソリューションがあり、かつグローバル展開する意欲がある 

・プログラム 

オープニング、クロージング 

基調講演、セッション 

ピッチコンテスト  

展示ブース 

商談会、マッチング 

関連イベント  

 

８  事業実施体制 

受託者は、規定事項、企画提案事項に沿って事業を進行すること。 

実施に当たっては、以下の（ １ ） 及び（ ２ ） の各関係者と必要な調整を行うものとし、適宜、

関係者の持つネットワークやサポート を活用すること。なお、必要に応じ、別途都で実施するスタート

アップフェロー（ 以下、「フェロー」という。） への相談に同席すること。（ 月に１ 回程度を想定。）  

提案は、実行委員会事務局と協議を行うとともに、適宜その意見を反映し、実行委員会の承諾

を得た上で納品、実施すること。 

実行委員会との調整・確認の結果、修正が必要と判断された場合は、適切に対応すること。また、

実行委員会事務局から指示があった場合には、速やかに本委託業務の進捗状況を報告すること。 

なお、以下の（ １ ） 及び（ ２ ） の各会の開催準備、運営サポートも委託業務に含めることとし、

必要な資料や議事録の作成を行い、データで提出すること。 

また、事業を円滑に進めるため、オンライン会議やファイル送受信等のできるプラットフォームを提供

すること。 

（ １ ） 実行委員会事務局との定例会及び分科会 

・定例会は週１ 回程度、オンライン等で開催 

・各テーマに応じた分科会を週 1 回程度開催 

・受託者が作成する工程管理表に基づく進捗状況の報告・共有、各種相談・調整 

（ フェローからのアドバイス等の反映方法や、事務局側が調整する関連の取組との連携等含む）  

（ ２ ） 実行委員会（ 会議）  

・年間５ 回程度、書面開催又はオンライン等を想定 

・委員への準備状況等の報告、承認 
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※委託における提案は、実行委員会の承認を得た上で成果物として納品・実施 

 

9 委託内容 

（ １ ） イベントの企画、実施・運営計画の策定 

目的達成、費用対効果、イベント としての今後の継続性等を勘案の上、効果的なイベント を

開催するため、以下の業務を行うに際して必要な企画を提案すること。また、業務の企画当たっ

ては、別途提供する「City-Tech .Tokyo2023 実績報告書」を参考とすること。委託業務の詳細

は、別紙１ 「委託内容詳細」を参照すること。 

1 組織体制、スケジュール 

2 企画に係る全体事項 

3 プログラム 

4 広報 

5 運営計画 

6 Ci ty-Tech .Tokyo2023 に係るフォローアップ 

7 料金の徴収等 

8 税務処理 

9 その他 

（ ２ ） イベントの準備及び事前活動 

ア 全体運営 

①運営マニュアルの作成 

（ １ ） で作成した計画に基づき、以下のマニュアルを作成すること。マニュアルはスタッフの研修

用に最低限のものを作成することを原則とする。 

・会場運営マニュアル 

・危機管理マニュアル 

・VI P アテンドマニュアル 

②資機材、スタッフ等の確保、配置 

（ １ ） で作成した計画に基づき確保すること。また、運営計画に基づき運営に必要な展示

物・装飾物を製作すること。関係機関との協議などにより資機材や人員の数量に変更が生じ

た場合には、実行委員会と協議の上、対応すること。確保した資機材、車両、スタッフ等並び

に製作した展示物・装飾物は、 受託者の責任にて、次年度受託者が引き継げるように手続

きを行うこと。 

③進行管理 

運営計画に基づき運営事務局を設置し、イベント準備の全体管理を行うこと。運営に当た

っては、上記で作成した危機管理マニュアルに基づき、感染症対策を実施すること。 

④保険の加入 

不慮の事故発生に対する準備を怠らないとともに、参加者及びスタッフ等の怪我、事故、疾
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病等に備え保険等に加入することを計画しておくこと。加入する保険に係る事務手続き（ 加

入する保険の種類やアクシデント 発生時の対応フローなど） については、確実に次年度受託

者に引き継げるようにする こと。 

⑤ボランティア運用 

イベント 運営に携わる学生ボランティアを募集し 100 名以上獲得すること。ボランティアに対

し必要な研修を実施するとともに、ネット ワーキングイベント等の開催も含め、イベント当日まで

モチベーションを高められるよう適宜連絡を実施すること。また、学生に対し、本イベント 内での

ボランティア活動を推進するため、ノベルティの作成・配布や、セッションの優先参加等のインセン

ティブを検討し付与すること。 

イ 協賛企業等の募集 

協賛獲得に向けた働きかけ、公募、選定を実施すること。協賛企業候補の選定にあたっては、

実行委員会と協議の上、了承を得ること。 

ウ 通訳・翻訳 

必要な通訳・翻訳業務は、経費に含めること。 

翻訳に関し、英訳は原則として英語を母語とし３ 年以上の翻訳実務経験を有する者に直

接実施させ、日本語を母語とする者（ TOE FL PBT600 点、TOE I C900 点程度を確保する

レベルの者が望ましい） による確認を行うこと。日本語訳は原則として日本語を母語とし、今回

と同規模のイベント等における翻訳業務で３ 年以上の翻訳実務経験を有する者に直接実施

させ、英語を母語としネイティブ・スピーカーレベルの日本語レベルを有する者による確認を行うこ

と。 

翻訳者のレベルが、誤訳、不自然な表現が見つかるなど、都の求めるレベルを満たさない場

合は、別の翻訳者を準備すること。 

翻訳文については、実行委員会の校正を受け、承認を得ること。翻訳内容に疑義のある場

合の校正回数は２ 回を限度とする。翻訳に当たっては、原稿の趣旨や使用用途を総合的に勘

案し、ニュアンスを反映した自然な文章表現とすること。 

また、受託者は、翻訳者及びネイティブチェック担当者の経歴を示し、事前に実行委員会の

承認を得ること。 

 

10 Ｋ Ｐ Ｉ  

実行委員会と協議を行い、本事業の効果を最大化するための K PI を設定すること。K PI は同

様の海外イベント を参考に項目と数値に関して妥当性と根拠を示すこと。また、具体的な効果測

定の方法を提案するとともに、目標達成に向けた事業設計を行うこと。 

 

11 成果物 

受託者は、以下に定める成果物について、電子データにより納入するとともに、対応する納品書

を実行委員会に提出すること。 
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項番 納入物品 納入時期等 

１  業務計画書、準備スケジュール 契約確定後１ 週間以内 

２  企画に関する中間提案書、広報戦略 令和５ 年８ 月 31 日 

３  企画に関する最終提案書 実行委員会との協議による 

４  運営計画 実行委員会との協議による 

５  
本委託業務にて作 成・更新 した資料 ・データ

（ 打合せ資料・議事録、登録者データを含む）  
実行委員会との協議による 

（ １ ） 電子データの提出は以下によること。 

実行委員会の端末（ OS: W indows） で表示可能なものとすること。 

電子データは、文章については、ワープロソフト（ M icrosoft 社 W ord シリーズ） 、プレゼン

テーション等については、スライドソフト（ M icrosoft 社 Pow erPoint シリーズ） 、計算表等に

ついては、表計算ソフト（ M icrosoft 社 E xcel  シリーズ） で編集可能な形式とすることを基

本とする。また、CAD データについては、フリーCAD ソフト （ Jw _ cad） により編集可能な形式

とすることを基本とする。 

格納媒体は U SB メモリー等とし、ファイル名に委託年度及び委託件名等を記載すること。 

ファイル名はその内容を示す分かりやすいものとし、ファイルリストも添付すること。 

（ ２ ） 成果品の納入後、内容に不備等があった場合は、速やかに受託者の負担で修正等を行う

こと。 

 

なお参考として、今回の納品では対象外であるが、本イベント 開催後に実行委員会に提出する

成果物は以下のとおりである。 

項番 納入物品 納入時期等 

1 実績報告書 実行委員会との協議による 

2 記録写真、キャプチャ画像のデータ 実行委員会との協議による 

3 映像（ 2 点）  実行委員会との協議による 

 

12 人員体制の構築 

受託者は、契約締結後直ちに、委託業務を履行するために必要な人員を確保し、実行委員

会と協議の上、業務体制を整え、業務実施体制図を実行委員会に提出すること。 

業務全体の統括責任者、業務・工程毎の責任者・担当者を置くこと。統括責任者は、委託業

務に関して実行委員会への連絡、報告及び相談等を綿密に行い、業務全体の円滑な進行を図

ること。 

各業務の責任者は、本業務に関する知識、理解及び経験が豊富な者とすること。また、業務に

あたる要員は、本仕様書に定める業務内容を十分理解し、実施するために必要な経験・実績、知

識・能力を有する者であること。業務ごとの進捗に支障が生じないよう十分な人員数を確保するこ

と。 
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体制を変更する必要が生じた場合には、1 週間前に変更内容を記載した書面と代行する担当

者を反映させた業務実施体制図をもって実行委員会に報告し、事前に承認を得ること。なお、担

当者の異動が発生する場合には、後任の担当者に対して、本業務に支障をきたさないように十分

な業務の引継ぎを行うこと。 

 

13 一括再委託の禁止 

受託者は委託の履行に際し、委託内容の全部又は主要部分を一括して第三者に委託するこ

とができない。 

「主要部分」とは、業務における総合的な企画、判断並びに業務遂行管理をいう。 

受託者は、前項に規定する業務及び簡易な業務を除く業務の一部を再委託するに当たっては、

あらかじめ書面にて報告し、実行委員会の了承を得ること。 

また、再委託に当たっては当該業務の遂行能力を有する者の中から選定しなければならず、再

委託先（ 以下、「協力会社」という。） が東京都の競争入札参加有資格者である場合は、指名

停止期間中であってはならない。 

受託者は、協力会社が東京都の競争入札参加有資格者でない場合、東京都の契約から排

除するよう警視庁から要請があった者でないことを確認する。 

 

14 環境により良い自動車使用 

本契約の履行に当たって自動車を使用し、又は利用する場合は、次の事項を遵守すること。 

（ １ ） 都民の健康と安全を確保する環境に関する条例（ 平成 12 年東京都条例第 215 号） 第

37 条のディーゼル車規制に適合する自動車であること。 

（ ２ ） 自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関

する特別措置法（ 平成４ 年法律第 70 号） の対策地域内で登録可能な自動車であること。 

なお、当該自動車の自動車検査証（ 車検証） 、粒子状物質減少装置装着証明書等の

提示又は写しの提出を求められた場合には、速やかに提示し、又は提出すること。 

 

15 データ・情報の取扱 

（ １ ） 受託者は、本業務により得られたデータ・情報等について、本件の目的以外に使用してはなら

ない。また、本業務により得られたデータ・情報等の使用・保存には、細心の注意を持ってあたり、

外部に漏えいすることのないよう万全の対策・体制を講じ、処分等については実行委員会と協議

の上行うこととする。 

（ ２ ） 電子情報の取扱いに関して、受託者は、「東京都サイバーセキュリティ基本方針（ 令和４ 年

11 月１ 日施行） 」、「東京都サイバーセキュリティ対策基準（ 令和５ 年５ 月 29 日施行） 」と

同様の水準で情報セキュリティを確保すること。なお、受託者が情報セキュリティを確保することが

できなかったことにより、実行委員会が被害を被った場合には、実行委員会は受託者に損害賠

償を請求することができる。実行委員会が請求する損害賠償額は実行委員会が実際に被った

損害額とする。 
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（ ３ ） 個人情報の取扱いにあたっては、別紙２ 「個人情報に関する特記事項」及び別紙３ 「グロー

バルイベント 2024 実行委員会個人情報保護方針」を遵守すると共に、別紙４ 「E U 一般デー

タ保護規則(GD PR)等に関する取扱い」に従い個人情報を適切に取り扱うこと。 

また、個人情報の漏えい、滅失及びき損の防止その他の個人情報の適正な管理のために必

要な措置を講じること。 

実行委員会が貸与する資料に記載された個人情報及び業務に関して知り得た個人情報は

全て実行委員会の保有個人情報であり、実行委員会の許可なく複写、複製又は第三者へ提

供してはならない。委託期間の満了後は、実行委員会保有個人情報が記載された資料（ 電

子媒体に記録されたものを含む。） を実行委員会に返却するものとする。 

 

16 著作権等の知的財産権の取扱い 

（ １ ） 本件委託においては、著作権、意匠権、知的財産権、肖像権等について処理済の素材を

使用すること。 

（ ２ ） 本件委託に使用する映像、イラスト 、写真、人物、その他資料等について、第三者が利を有

するものを使用する場合には、使用の際、あらかじめ実行委員会に通知するとともに、第三者と

の間で発生した著作権その他知的財産権に関する手続きや使用料等の負担と責任は、全て

受託者が負うこと。 

 

（ ３ ） 本件委託により得られる成果物及び著作物に対する著作権等は、全て（ 上映、頒布、貸与、

複製、公衆送信及び二次利用権を含む） 実行委員会に帰属する。 

（ ４ ） 本件委託により得られる著作物の著作者人格権について、受託者は将来にわたり行使しな

いこと。また、受託者は本作品の制作に関与した者について著作権を主張させず、著作者人格

権についても行使させないことを約するものとする。ただし、あらかじめ実行委員会の承諾を得た

場合はこの限りではない。 

（ ５ ） 納入物に関し、第三者から著作権、特許権、その他知的財産権の侵害の申立てを受けた場

合、実行委員会の帰責事由による場合を除き、受託者の責任と費用をもって処理すること。 

（ ６ ） その他、著作権等に関して疑義が生じた場合は、別途協議の上、決定するものとする。 

 

17 機密の保持 

受託者は、本業務で得られたデータ等を目的外に使用してはならない。 

受託者は、本業務で得た画像等の使用、保存処分等に当たっては、細心の注意をもってあたり、

絶対に外部に漏えいすることのないよう、秘密の保持に万全を期すこと。 

受託者は、実行委員会から開示された秘密情報を秘密として保持し、事前に実行委員会の書

面による承諾を得ることなく、第三者に開示又は漏洩してはならない。 

受託者は、実行委員会から開示された秘密情報を知得した自己の役員又は使用人（ 秘密情

報を知得後退職した者も含む。） に対し、本契約に定める秘密保持義務の遵守を徹底させるも

のとする。 
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受託者は、実行委員会から開示された秘密情報の秘密を保持するため、当該秘密情報の一

部又は全部を含む資料、記録媒体及びそれらの複写物等について、秘密が不当に開示又は漏洩

されないよう他の資料等と明確に区別を行い、管理しなければならない。 

実行委員会は、受託者が秘密保持に関する義務違反又は義務を怠った場合、受託者に対し

て契約書等にある契約解除及び損害賠償等の措置を行うものとする。 

 

18 その他留意事項 

（ １ ） 受託者は、本委託業務の実施に当たり、本仕様書の定めのほか、関係法令、条例、規則等

に従い、誠実に受託業務を処理すること。 

（ ２ ） 契約金額には、本仕様書に特に定めのある場合を除き、催事実施に際して必要な手続及び

それらに係る諸費用（ 著作物に係る費用を含む。） 等、本委託の履行に必要となる一切の経

費を含むものとする。 

（ ３ ） グローバルイベント 2024 企画選定委員会において提案された「企画提案書」は、本仕様書

の付属書類として契約を構成する文書の一部とし、本委託の対象業務に含むものとする。提案

による事業実施に係る経費については、経費積算に含めるものとし、金額的に実施不可能な提

案は行わないこと。 

 

（ ４ ） 受託者は、本委託の履行に際し、本仕様書に定める事項等に疑義が生じた場合は、速やか

に実行委員会と協議するものとする。 

（ ５ ） 新型コロナウイルス感染症等の拡大及び荒天等を理由に、やむを得ず企画を延期、中止する

場合がある。中止に伴う対応については、合理的な範囲において実行委員会との減額等に係る

協議に応じるものとする。 

（ ６ ） 調達の際は、紛争や人権問題に加担していることが疑われる者地域からの調達は避ける等

配慮するよう努めること。 

（ ７ ） ウェブサイトに関連する業務にあたっては、別紙５ 「東京都公式ホームページ作成に関する統

一基準」、別紙６ 「「東京都公式ホームページ作成に関する統一基準」準拠に係る標準特記

仕様書」及び別紙７ 「電子情報処理委託に係る標準特記仕様書」に定める事項に従うこと。 

（ ８ ） 上記のほか企画検討を進める中で生じた課題について検討すること。 

（ ９ ） 次年度の契約については、前年度の進捗に応じて、業務内容を協議し、東京都からの負担

金等の状況を踏まえた上で、今後の本委員会の契約手続において決定する。なお、 引継ぎの

必要が発生した場合は、業務に支障をきたすことがないよう、新たな受託者と十分に引継ぎを行

えるようにし、引継ぎの結果は実行委員会に報告を行うこと。 

（ 10） 実行委員会は、受託者が本仕様書に定める事項を逸脱する行為をしたと認めた場合、受託

者に再業務を命じることができるものとする。また、受託者が再業務に応じないとき又は再業務の

実施が困難であると実行委員会が認めた場合、契約の解除をすることができるものとする。  
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19 連絡先・担当 

グローバルイベント 2024 実行委員会事務局 

（ 東京都スタート アップ・国際金融都市戦略室戦略推進部スタートアップ推進課 

スタート アップ戦略推進担当）  

電話: 03-5388-2106 
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委託内容詳細 
 

グロ ーバルイ ベン ト 2024（ 以下「 本イ ベン ト 」 と いう 。） の開催に当たり 、 下記に基づ

き 企画・ 提案する こ と 。  

 

１  組織体制、 ス ケ ジュ ール 

（ １ ） 業務計画書の作成 

業務の開始に当たり 、 受託事業者の人員体制や作業工程のわかる 業務計画書を 作

成の上、 契約確定後１ 週間以内にグ ロ ーバルイ ベン ト 2024 実行委員会（ 以下「 実行

委員会」 と いう 。） に提出する こ と 。 業務計画書を 変更する 場合は、 実行委員会と 事

前に協議を 行う こ と 。  

（ ２ ） ス ケジュ ールの作成 

チケ ッ ト 販売、出展者募集や登壇者決定など のス ケジュ ールを 立て 、上記の計画書

と 合わせて提出する こ と 。 計画に当たっ ては、 ウ ェ ブサイ ト 公開時期、 会場設営など

の必要なス ケ ジュ ールを 確認し 、 無理のないス ケジュ ールと する こ と 。  

（ ３ ） 受託者側の体制・ 要員管理 

業務を 適切に履行する ための体制構築と 要員の確保を 行う こ と 。  

ア  従事者の中から 適し た者を 、 実行委員会と の連絡調整及び委託業務全体の進行

管理を 一元的に担う 統括責任者と し て選任し 配置する こ と 。  

イ  作業工程ご と 及び作業タ ス ク ご と に必要と なる ス キ ルに応じ て、 適切な知識及

び経験を 有し た人員を 配置する こ と と し 、 特に以下の人員に留意する こ と 。  

 （ ア ） 本イ ベン ト 開催に効果的な、 国内外のス タ ート アッ プ・ エコ シス テム 関係者

へのネッ ト ワ ーク を 有する 者を 配置する こ と 。  

 （ イ ） 海外のイ ベン ト 主催者等と 円滑な交渉・ 調整を 行える 者を 配置する こ と 。  

（ ４ ） 国内外の連携体制の構築 

短期の準備期間に最大限のイ ン パク ト を出せる よ う 、国内外の関係団体、地方自治

体、 イ ベン ト 主催者、 大学、 企業等と 連携する こ と 。  

連携手法の例と し て は、 民間等主催の他イ ベン ト が同時期の開催と な る よ う 調整

を 行う 、国内外類似イ ベン ト と の相互出展を 行う 、国内外類似イ ベン ト の実績やネッ

ト ワ ーク を 効果的に取り 入れる こ と など を 想定し ている が、こ れら に限ら ず、効果的

な手法を 検討の上、 提案・ 実施する こ と 。  

なお、 在京大使館及び国外の関係団体等への連絡・ 調整については、 企画内容の進

捗度合いを 踏ま え、 実行委員会の指示を受けて行う こ と 。  

 

２  企画に係る 全体事項 

企画・ 提案に当たっ ては、 以下に記載する 事項を 含める こ と 。「 ３  プロ グラ ム 」 及

び「 ４  広報」 に係る 内容と 併せ、 令和５ 年８ 月 31 日ま でに中間提案書を 、 ま た内容

が確定次第、 最終提案書を 提出する こ と 。  

（ １ ） 集客 

オフ ラ イ ン（ リ ア ル） 延べ 20, 000 人及びオン ラ イ ン 20, 000 人を 集客する ためのプ

ラ ン を 計画する こ と 。 特にオフ ラ イ ン で海外から 延べ 5, 000 人の集客方法を 明記す

る こ と 。  

（ ２ ） チケッ ト 販売 

チケッ ト の値段、 販売時期（ 早期割引を含める ） を 提示する こ と 。  

（ ３ ） ブース 出展 

ス タ ート ア ッ プ、 都市、 大学、 協賛企業等のブース 構成及び出展料、 募集時期につ
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いて提示する こ と 。協賛企業ブース では、各社でのピ ッ チイ ベン ト やス タ ート アッ プ

企業の展示を 実施する など 、 オープン イ ノ ベーショ ン が体現でき る 方法を 提示する

こ と 。  

（ ４ ） 協賛を 含めた パート ナー募集計画 

協賛の総額、 単価を 含めたパート ナー（ 協賛、 アン バサダー等） 募集計画を 提示す

る こ と 。  

（ ５ ） マッ チン グ・ 商談会 

商談 2, 000 件を 達成する ための方法を 提示する こ と 。  

 

３  プロ グラ ム  

以下を 踏ま え 、 目標達成に最適なプロ グラ ム （ オン ラ イ ン コ ン テン ツ 含む）・ ス ケ ジ

ュ ール・ レ イ ア ウ ト （ 会場設定） を 提案する こ と 。  

（ １ ） プロ グ ラ ム  

以下を 含めた構成と する こ と 。 なお、 必要に応じ て要件等の変更を 提案し 、 実行委

員会と 協議の上、 決定する こ と 。  

ア  オープニン グ、 ク ロ ージ ン グ 

イ  基調講演 

＜要件＞ 

・ ２ ～３ 名のキーノ ート を 招聘。（ う ち、 海外から ２ 名。）  

・ いずれも 世界的に著名な者と する こ と 。  

 ・ VC/投資家（ 事業会社や金融機関等を 含む。 以下同様の定義）、 創業者（ ス タ ー

ト アッ プ等）、 経営者（ ス タ ート ア ッ プ、 大企業等）、 都市づく り や経営学の専門

家など から 、 持続可能な社会の実現について語る 内容と する こ と 。  

 ・ 実行委員会から の推薦者へも アプロ ーチする こ と 。  

なお、 招聘・ 滞在費の検討に当たっ ては、 下記を 要件と する こ と 。  

 ・ 往復の交通費（ 航空券が必要な場合はフ ァ ース ト ク ラ ス 想定）、 宿泊費（ ５ つ星

ク ラ ス ）、 謝礼を 負担する こ と 。  

・ 空港、 ホテ ル、 会場の間の交通手段を手配、 提供する こ と 。  

ウ  セッ ショ ン  

＜要件＞ 

・ 45 分程度のセッ ショ ン を 10～15 本実施。  

 ・ 本イ ベン ト のテーマと 合致し た、 最新の話題を 各セッ ショ ン のテーマにする 。  

・ その分野において第一線で活躍し ている 人を パネリ ス ト と する 。  

・ モデレ ータ ーには、メ ディ ア等を 活用し 、セッ ショ ン を 円滑に進める こ と ができ

る 人を 選定する 。  

・ セッ ショ ン 参加人数と し て１ セッ ショ ン あ たり ３ ～４ 名程度を 想定。  

・ 女性比率３ 割以上、 海外比率６ 割以上（ う ち半数は欧米） を 目標と する こ と 。  

・ 必要に応じ て Q＆Aを 実施。  

・ セッ ショ ン 終了後には、 登壇者と 視聴者が交流でき る 時間と ス ペース を 確保。  

・ 登壇者から の希望に応じ 、セッ ショ ン ご と にメ ディ ア から のぶら 下がり 取材を 設

定。  

なお、 招聘・ 滞在費の検討に当たっ ては、 下記を 要件と する こ と 。  

・ 往復の交通費（ 航空券が必要な場合はビ ジネス ク ラ ス 想定）、 宿泊費、 必要に応

じ 謝礼を 負担する こ と 。  

 ・ 空港、 ホテル、 会場の間の交通手段を 手配、 提供する こ と 。  

エ ピ ッ チコ ン テス ト  
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＜要件＞ 

・ 幅広く 参加者を 募り 、 選定する こ と 。  

・ 全て英語で実施し 、 同時通訳を つける こ と 。  

  ・ グ ロ ーバルレ ベルで遜色のない審査員を 依頼する こ と 。 相応の謝礼や旅費、 宿

泊費等の負担を 行う こ と 。  

  ・ 審査は、 １ 次、 ２ 次、 セミ フ ァ イ ナル、 フ ァ イ ナルを 想定する こ と 。  

  ・ 審査員の人数と し ては、 各４ ～５ 名程度と する 。 少なく と も セミ フ ァ イ ナル、

フ ァ イ ナルは、海外から も 審査員を 用意する こ と 。審査員の女性比率は３ 割以上

と する こ と 。  

  ・ 適切な選定基準を 設定する こ と 。  

  ・ コ ン テス ト の賞金と し て 1, 000 万円以上を 授与する 想定と する こ と 。  

オ 展示ブース （ デモス テージやデモス ペース を 含む）  

＜要件＞ 

・ ス タ ート アッ プブース 数と し て合計 400 ブース 出展を 目標と する 。  

・ う ち、 海外比率６ 割を 目標と する 。  

・ 上記の海外比率を 達成する ための方策や根拠について明示する こ と 。  

・ 都市のブース は全体の 3 割を 目安と する 。 なお、 東京都の他事業での企画、 実施

と 連携し 、 効果的なプロ グラ ム 構成と する こ と 。  

・ 大学等から も ブース 出展を 募集する こ と 。  

 ・ 国内外から 幅広く 参加者を 募り 、 選定する こ と 。 ビ ジネス の斬新性・ 成長性、

海外展開の実績や可能性、 経営者の意欲等の面で質の高いス タ ート アッ プに出展

し ても ら う ための工夫を 行う こ と 。（ 工夫の例と し ては、海外で開催さ れる ス タ ー

ト アッ プ系イ ベン ト に参加し 、 出展者に声掛けする など 。）  

・ 基本的に英語での展示と する こ と 。  

 ・ 各ブース の出展内容を 事前に把握し 、 ウ ェ ブサイ ト への情報掲載や、 当日の会

場案内に役立てる こ と 。  

 ・ 当日は、 運営ス タ ッ フ や来場者向けに、 ピ ッ ク アッ プし た出展者の概要説明を

行う ス タ ッ フ を ３ 名程度手配する こ と 。  

  ・ 出展辞退者が出る 可能性も 念頭に、ブース 枠を う ま く 活用でき る よ う 予め検討

し ておく こ と 。  

  ・ ブース 内にス ペース が不足する と 考えら れる 場合は、 別途、 製品のデモ等が可

能なス ペース を 設ける こ と 。設けた場合には、ス ケジュ ール等を 事前に来場者へ

周知する と と も に、 当日の会場内での運用を 適切に行う よ う に計画する こ と 。  

 

カ  マッ チン グ ・ 商談会 

＜要件＞ 

  ・ 商談・ マッ チン グ件数について 2, 000 件以上を 目標と する こ と 。（ ※商談会場

での商談の他、 出展会場など での自然発生的な商談・ マッ チン グ件数も 含む）。  

  ・ 商談会場だけでなく 、出展会場内にも 簡単な商談や打ち合わせが可能なコ ーナ

ーを 複数設ける こ と 。  

  ・ 経済団体等と 連携を 図り 、大企業の意思決定層が多数参加する よ う 企画する こ

と 。  

  ・ 目標件数を 踏ま えて、 商談会場には必要な個数の商談ブース を 用意する こ と 。 

  ・ 商談会場には受付を 設け、 受付・ 運営業務を 行う こ と 。  

  ・ 商談会場は、 周囲の音響・ 騒音が聞こ えないよ う 配置・ 設え する こ と 。  

  ・ 事後アン ケート など によ り 、 商談会場以外での商談・ マッ チン グ 件数も 集計で
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き る よ う にする こ と 。  

キ  関連イ ベン ト  

＜要件＞ 

・ 連携( 相互の広報・ PR 協力) し 、 本体イ ベン ト の集客に繋げる ため、 同時期に実施

する イ ベン ト を 募集・ 調整し 、 関連イ ベン ト と し て認定する こ と 。 認定について

は実行委員会と 協議する こ と 。 ＜定義＞ 

【 サイ ド イ ベン ト 】 主催者側（ 事務局、 ス ポン サー、 アド バイ ザリ ー等） が主体と

し て深く 関与し て行う 主に本イ ベン ト 参加者向けのイ ベン ト 。（ 合同レ セプシ ョ

ン 、 ア フ タ ーパーティ 、 サイ ト ビ ジッ ト ツ ア ー等。）  

【 関連イ ベン ト 】 本イ ベン ト と テーマに親和性があり 、連携し て集客効果を あげる

民間・ 都主催のイ ベン ト 。 ( 本イ ベン ト 開催日の前後２ 週間に開催さ れる イ ベン

ト が目安。 )  

ク  その他 

別途実施する 合同レ セプショ ン 、アフ タ ーパーティ 、サイ ト ビ ジッ ト ツ アーに関

し 必ず連携し 、参加者に対し て連絡等の対応を する こ と 。必要に応じ て別途指名さ

れる 各委託事業者と 打合せを 実施する こ と 。  

（ ２ ） 考慮事項 

  ア  東京都の他事業における 都市や大学と 連携し たプロ グ ラ ム を 組み込み、 効果

的なプロ グ ラ ム 構成と なる よ う プロ グラ ム 全体を コ ーディ ネート する こ と 。  

  イ  本イ ベン ト のビ ジョ ン に沿っ た、国内外類似イ ベン ト と の差別化、東京なら で

はの個性、 強みの発信。  

  ウ  登壇者候補リ ス ト と し て、ダイ バーシティ も 考慮し た上で、本イ ベン ト の趣旨

に合う 世界的に著名な人等（ グロ ーバルプラ ッ ト フ ォ ーマーの本社幹部、カ リ ス マ

創業者など ） を リ ス ト 化し 、 具体的な調整方法・ 提示条件と と も に提案する 。  

  エ 参加者・ 登壇者等の募集について、 適切な方法を 検討する 。（ 参加者の属性等

に応じ 、 対応を 区分する こ と も 可。）  

  オ 国内大企業の役割や参画 

国内外ス タ ート ア ッ プと はオープン イ ノ ベーショ ン を 創出し 協業等の実績と な

る よ う な企画を する こ と 。その際には、他の国内外のイ ベン ト の知見を 可能な限り

参考にする こ と 。  

  カ  本イ ベン ト 終了後、 当日中のオンラ イ ン によ る ア ーカ イ ブ配信 

なお、アーカ イ ブ配信については、少なく と も 本イ ベン ト 終了後 1 年間は視聴可

能なも のと する 。  

  キ  学生ボラ ン ティ アも 活用し 、 学生含む都民の起業家マイ ン ド 醸成に資する よ

う な発信等を 心がける こ と 。  

 

４  広報 

（ １ ） 体制 

  ア  国際イ ベン ト やス タ ート ア ッ プイ ベン ト 等でのマーケ テ ィ ン グ ・ 広報に経験

があ る 者を 責任者と する こ と 。 なお、 再委託も 可能と する 。  

  イ  広報計画を 策定し 、 令和５ 年８ 月 31 日ま でに中間提案書と 併せ提出し 、 随時

進捗報告する こ と 。 広報計画の策定に当たっ ては、 出展者募集やチケッ ト 販売、 登

壇者決定時期など を 想定し 、 効果的と なる 時期を 検討・ 提案する こ と 。 なお、 計画

の策定・ 実行に関し て、 実行委員会及び東京都と 連携し 、 実施する こ と 。  

（ ２ ） ウ ェ ブサイ ト  

ア  イ ベン ト 専用ウ ェ ブサイ ト （ 日・ 英） を 運営する こ と 。  



5 
 

イ ベン ト 専用ウ ェ ブサイ ト ： https://city-tech .tok yo/ 

  イ  デザイ ン や構成は他の国際ス タ ート ア ッ プイ ベン ト （ 例： Web Summi t ） と 同等

の洗練さ れたも のにする こ と 。  

  ウ  サーバーやド メ イ ン 等にかかる 費用は負担する こ と 。  

  エ テ ィ ザー、 本番、 ア ーカ イ ブ化の３ 回の改修を 実施する こ と 。 ま た、 Ci t y-

Tech. Tokyo2023（ 以下「 前回イ ベン ト 」 と いう 。） のページを アーカ イ ブ化する こ

と 。 効果的な公開時期を 検討し 、 提案する こ と 。 なお、 ティ ザーページは契約後、

1 か月以内に作成し 公開する こ と 。  

  オ CMS を 導入し 、 ス ピ ーカ ーやセッ シ ョ ン 情報、 ニュ ース リ リ ース 、 パート ナー

は常に更新でき る 体制と する こ と 。  

  カ  20 回程度の小規模な改修を 実施する こ と 。  

  キ  ス マート フ ォ ン やタ ブレ ッ ト でも 適切に表示さ れる こ と 。  

  ク  個人情報の取扱いについて適切に表記する こ と 。  

  ケ  問合せはフ ォ ーム 受付と する こ と 。  

  コ  実行委員会でも 更新可能と する こ と 。  

  サ 次回イ ベン ト の実施委託者が変更にな る 場合は、 適切に引継ぎを 実施する こ

と 。  

（ ３ ） Ｓ Ｎ Ｓ  

  ア  Li nkedI n（ 英）、 Twi t t er（ 日・ 英）、 Facebook（ 日・ 英）、 YouTube を 運用する

こ と 。  

  イ  週 1 回以上投稿し 、イ ベン ト 開催１ か月前から は頻度を 上げて 投稿し 、当日も

各コ ン テン ツ について発信する よ う 計画する こ と 。  

  ウ  投稿内容を 検討・ 作成する こ と 。（ イ メ ージ画像を 含む。）  

  エ 全ア カ ウ ン ト に関し て フ ォ ロ ワ ー数、 イ ン プレ ッ シ ョ ン 数を 毎週報告する こ

と 。  

  オ 本イ ベン ト に関する SNS 投稿を 随時チェ ッ ク でき る シス テム を 導入し 、 ネガ

ティ ブなコ メ ン ト について適切に対応する こ と 。  

（ ４ ） メ ルマガ 

ア  事前登録者、 チケッ ト 登録者に対し 、 メ ルマガ配信でき る よ う 計画する こ と 。  

イ  週１ 回以上の配信と し 、 本イ ベン ト 開催の１ 週間前から は頻度を 上げて配信で

き る よ う 計画する こ と 。  

ウ  随時実行委員会から の配信要望に対し ても 対応でき る よ う 計画する こ と 。  

（ ５ ） 動画 

  ア  本イ ベン ト 当日の２ 日間の動画を 撮影し て２ 分程度に編集し 、 ク ロ ージン グ

で放映する ための企画を する こ と 。  

イ  上記と は別に３ 分程度の次年度用 PR動画を 企画する こ と 。  

（ ６ ） ス チール 

  ア  次年度のウ ェ ブサイ ト 掲載やプレ ス 発表等に使用する た め、 本イ ベン ト 当日

の２ 日間のコ ン テン ツ の撮影計画を 立てる こ と 。  

（ ７ ） メ ディ アパート ナー 

  ア  国内外のメ ディ アを メ ディ ア パート ナーと し て獲得する こ と 。  

イ  メ ディ アパート ナーには必要に応じ て広告費や渡航費を 支出する こ と 。  

（ ８ ） メ ディ ア対応 

ア  当日、 国内外メ ディ ア を 誘致する こ と 。  

イ  動画・ ス チール・ ペン の取材を 円滑に実施でき る よ う 対応でき る よ う 計画する こ

と 。  

https://city-tech.tokyo/
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ウ  登壇者や出展者と の取材の場を セッ ティ ン グする よ う 計画する こ と 。  

エ 必要に応じ て事前のメ ディ ア向けブリ ーフ ィ ン グを 実施する こ と 。  

  オ メ ディ アセン タ ーを 設置し 、 必要な情報を 提供（ 軽食の用意、 日本文化の紹介

等を 実施） する こ と 。  

カ  取材ス ペース や個室を 用意する こ と 。  

  キ  各社と 交渉し 、 効果的なメ ディ ア露出を 確保する こ と 。、 メ ディ アへのコ ン タ

ク ト 状況を 随時報告する こ と 。  

（ ９ ） その他 

  ア  「 東京ベイ eSG プロ ジェ ク ト 国際発信イ ベン ト 」 にて参加者登録・ キャ ン セ

ル・ 資格確認・ 料金の支払、 輸送・ モビ リ ティ と の連携、 ユーザー情報の管理等が

可能なワ ン ス ト ッ プア プリ を 製作予定であ る 。当該委託事業者等と 連携し 、アプリ

に必要な機能の検討や提案を する こ と 。 ま た、 本イ ベン ト でアプリ を 活用し 、 交流

等を 促進する こ と 。  

  イ  海外イ ベン ト で PR する ためのリ ーフ レ ッ ト や営業用の資料等を 作成する こ と 。 

 

５  運営計画 

（ １ ） プロ グ ラ ム 等に関する こ と  

プロ グラ ム 等の実施にあたり 、適切に設営等を行う ための計画を 作成する こ と 。ス

テージは、 登壇者等の意向に配慮し た上で、 内容を 収録・ 編集し 、 同時オン ラ イ ン 配

信を 念頭に置く こ と 。  

ま た、 展示ブース に関し て は、 出展者の募集及び応募受付、 ス ペース の区分、 料金

徴収の方法、 ブース に必要な 基礎的な什器・ 備品の手配、 出展マニュ アル作成・ 提供

を する こ と 。  

（ ２ ） オン ラ イ ン ・ オフ ラ イ ン を 通し た本イ ベン ト 全体の運営計画 

ア  運営計画の策定 

本イ ベン ト 全体に係る 運営計画を 作成し 提出する こ と 。  

（ ア） 本イ ベン ト 当日の実施体制を 検討し 、 計画する こ と 。  

      （ イ ） 全体の管理・ 指揮命令系統等が分かる 連絡体制を 実行委員会と 協議の

上構築し 、 体制図と し て盛り 込むこ と 。  

    （ ウ ） 本イ ベン ト に係る 当日の詳細ス ケジュ ールを 作成し て 盛り 込むこ と 。  

      （ エ） その他、 本イ ベン ト の準備・ 設営・ 運営、 緊急対応等に係る 内容を 掲

載する こ と 。  

イ  出展者・ 登壇者・ 参加者等のサポート  

 （ ア ） 本イ ベン ト の運営事務局を 設置し 、 問い合わせに対応する こ と 。 開始時期

は事務局と 協議し 、 終了時期は契約終了ま でと する 。  

 （ イ ） 国内外から の出展者・ 登壇者・ 参加者等のサポート のため、 英語・ 日本語

で対応可能なス タ ッ フ を 事務局に配置し 、事務手続き 等のサポート や問合せ

への回答を 行う こ と 。 回答に当たり 、 疑義のあ る 事項については、 予め実行

委員会に報告し 、 判断を 仰ぐ こ と 。 ま た、 問合せの内容等は、 定期的に実行

委員会へ報告する こ と 。  

 （ ウ ） 本イ ベン ト への登壇、 出展等に関し て必要に応じ 、 ビ ザ手配及び渡航に関

する サポート を 行う こ と 。  

ウ  ス タ ッ フ 等の研修 

円滑な本イ ベン ト の運営のため、 ス タ ッ フ 等に対する 必要な研修資料の作成や、

訓練・ 研修等を 実施する こ と 。  

エ VI P のア テン ド 計画 
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（ ア） VI P のアテン ド 計画を 策定する こ と 。  

（ イ ） VI P 対応と し て、 事前調整、 アテン ド 、 控室を 手配する こ と 。  

 （ ウ ） VI P は国内外から 90 名程度を 想定する 。（ 大臣、 大使、 自治体首長、 キ ー

ノ ート 等。）  

 ( エ） VI P 側と 調整の上、 30 分から １ 時間程度で会場内の案内を 行える よ う 計画

する こ と 。 なお、 案内員が、 本イ ベン ト の概要や出展者の説明、 VI P から の質

問対応等ができ る よ う 事前に研修を 実施する こ と 。  

 （ オ） VI P が通行する のに適し た動線を 確保する こ と 。 ま た、 必要に応じ て、 警

備員等を たてる こ と 。  

 （ カ ） 当日、 急遽、 VI P が来場する こ と も 念頭に計画する こ と 。  

オ 通訳の手配 

東京都から の参加者向けに、 会場内での通訳を ３ 名程度、 手配する こ と 。  

カ  安全体制の確保 

（ ア） 安全対策計画について策定する こ と 。  

 （ イ ） 事前に現地で安全調査等を 実施のう え、 警備等の必要性を 検討し 、 準備日

及び開催期間中は、必要に応じ た警備・ 交通整理業務を 行える よ う 計画する

こ と 。  

 （ ウ ） 事故・ 損害等のリ ス ク は第一義的に受託者において対応する こ と と し 、 万

一事故等が発生し た場合に備え、 実行委員会への連絡体制を 整備する こ と 。 

 （ エ） 本イ ベン ト の運営に際し て VI P の来場も 見込み、 セキュ リ ティ を 確保する

ため、 会場内に適切な数の警備員を 配置する こ と 。  

 （ オ） 同時期に開催さ れる 他の国際イ ベン ト から 招聘する 首長等 VI P 向けに、 会

場視察等の際に必要と なる 警護を 計画する こ と 。  

 （ カ ） 災害等が発生し た場合には、 来場者・ 参加者等が円滑に避難でき る よ う 対

策を 講じ る こ と 。  

 （ キ） 救護等の体制を 整える こ と 。  

キ  調達計画 

必要な人員、 資材の調達計画を 策定し 、 計画に基づいて調達する こ と 。  

ク  調整・ 連携 

統一感を 持っ た会場運営・ 装飾等に留意し て関係者と 調整を 図る こ と 。  

本イ ベン ト と 同期間中に開催さ れる 他イ ベン ト 等と 連携する 際には、他イ ベン ト

等の開催者等と 、 広報・ PR 活動、 当日の運営等について連携し て 実施する こ と 。  

ケ  アン ケート 計画 

開催期間中に参加者等に対し て、本イ ベン ト がも たら し た効果や評価等について

ア ン ケート 調査を 行う ための計画を 立てる こ と 。 なお、 調査の実施に当たっ ては、

ア ン ケート の回収率を 上げる ための施策を 企画する こ と 。  

（ ３ ） オフ ラ イ ン （ リ アル） の会場、 設備 

ア 会場手配 

実行委員会と 協議の上、会場の手配を 行う こ と 。予約名義は実行委員会委員長と

する 。 なお、 会場借上経費については令和６ 年度委託金額に含める 。  

イ  会場設営計画 

会場の管理事業者等と も 連携を 図り 、会場の設営及び撤去の計画及びス ケジュ ー

ルを 検討・ 作成する こ と （ ゲート 、 サイ ン ほか）。 計画の策定に当たっ ては以下に

留意する こ と 。  

（ ア） 展示物は英語・ 日本語の２ か国語対応を 原則と する 。  

（ イ ） 本イ ベン ト 開催に必要な什器、 備品及び消耗品の調達を 行う こ と 。  



8 
 

   （ ウ ） 必要に応じ 、 各ブース の電気、 電話及び給排水設備の設置検討や、 こ

れに付帯する その他の工事についての調整・ 対応を 行う こ と 。  

   （ エ） 事務局等利用の事務室及び控室等の設置を 計画する こ と 。 各部屋の備

品等については実行委員会と 協議する こ と 。  

   （ オ） 会場使用に伴う 安全確保義務を 順守する こ と 。  

   （ カ ） 感染症を 予防する ため、 消毒用アルコ ールや、 手洗い等の慣行サイ ン

ボード の設置など 必要に応じ て計画する こ と 。  

   （ キ） 使用する 車両待機場から の動線や、 車両待機場の利用可能なタ イ ミ ン

グ 等について、 安全・ 安心を 担保し 、 公道の渋滞緩和等を 考慮し た内容で計

画する こ と 。使用する 車両待機場は契約予定の会場管理者及び、必要に応じ

警備会社も 含めて打ち合わせを 行い、円滑な搬入出が行える よ う 努める こ と 。 

   （ ク ） 必要に応じ 、 警察、 消防及び保健所への届出等についての調整・ 対応

を 行う こ と 。  

ウ  会場レ イ アウ ト  

   （ ア） 本イ ベン ト のコ ン セプト に合致し 、 かつ国内外の参加者にと っ てわか

り やすく 魅力的な会場レ イ アウ ト を 作成する こ と 。なお会場の設えは以下を

念頭に検討の上提案し 、 実行委員会と 協議の上決定する こ と 。  

・ ス テ ージ数 ３ （ ピ ッ チス テージを 含む）  

※登壇後の交流ス ペース を 設置する こ と  

※メ イ ン ス テージ 約 500 席、 サブス テージ①約 200 席、  

サブス テージ②約 100 席程度を 想定 

・ 商談会場 

・ ブース 展示エリ ア 

・ デモス ペース  

・ 休憩ス ペース  

※出展会場内に打ち合わせ・ 休憩が可能なコ ーナーを 複数設ける こ と 。  

※WI -Fi の設置やモバイ ル端末等の充電ができ る よ う にする こ と 。  

・ メ ディ ア セン タ ー（ Wi -Fi 、 テレ ビ で他の会場が映る 、 一部取材部屋を 設

定。）  

・ ス タ ッ フ 部屋 

・ 控室 

※都庁関係での控室と し て 300 ㎡程度を 含め、 開催前日から 終了ま で終日

使用でき る こ と 。  

・ ラ ウ ン ジ（ VI P、 投資家向け）  

※必要に応じ てケ ータ リ ン グ 等を 手配する こ と 。  

（ イ ） 動線を 踏ま え、 来場者の十分な回遊性が見込める よ う 、 工夫する こ と 。  

（ ウ ） 会場における ユニバーサル対応を図る こ と 。（ 聴覚障害への対応を 含む。）  

  （ エ） 受付ブース や、 必要に応じ マッ チン グボード 等を 適切な場所に配置・ 設

営する こ と 。来場受付業務やマッ チン グ、 アン ケート 等を ス ム ーズに行える

よ う 工夫する こ と 。  

エ 会場における 装飾及び演出 

前回イ ベン ト と 比較し て遜色のないレ ベルで会場の装飾及び演出を 計画する こ と 。 

（ ア） 装飾に当たっ ては次の事項に留意する こ と 。  

・ 環境に配慮し た素材を 使用する な ど 、 本イ ベン ト のコ ン セプト を 踏ま え て

制作する こ と 。  

・ 会場全体で統一感を 持たせる こ と 。  
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・ フ ォ ト ス ポッ ト と なる エリ ア を 設ける こ と 。  

・ 参加者の導線を 考慮し 、 東京ビ ッ グサイ ト 内や周辺で広告・ デジタ ルサイ

ネージを 活用し た広告を 実施する こ と 。  

＜ブース ＞ 

・ 海外類似イ ベン ト も 参考と し 、 魅力的かつ実用的な デザイ ン と する こ と 。 

・ ハイ テーブルの使用など 、 商談に適し たデザイ ン と する こ と 。  

オ 通信環境の確保 

   （ ア） 参加者、 出展者、 運営等に必要な Wi -Fi 環境を 確保する こ と 。 通信環

境は十分な品質を 確保する こ と 。  

カ  その他 

（ ア） 車両での来場を 念頭に駐車場を 確保する こ と 。  

（ イ ） バリ ア フ リ ー対応等、 障害者等への対応を 検討し 、 実施でき る よ う 想定する

こ と 。  

   （ ウ ） 原則禁煙と し 、 東京都受動喫煙防止条例等に基づき 特定屋外喫煙場所

の設置を 検討する こ と 。  

（ ４ ） オフ ラ イ ン （ リ アル） の運営計画 

本イ ベン ト の運営にあ たり 、運営計画を 策定する こ と 。策定に当たっ ては以下に留

意する こ と 。  

ア  通訳 

ス テージコ ン テン ツ （ オープニン グ、 ク ロ ージン グ 、 キーノ ート 、 セッ ショ ン 、

ピ ッ チコ ン テス ト ） における 日英同時通訳及び配信機材を 手配する こ と 。 通訳は、

専門用語にも 対応可能なレ ベルと し 、視聴者にと っ て快適な配信環境を 確保する こ

と 。 原則、 通訳は英→日通訳と する が、 必要に応じ て英→日も 可能にする こ と 。  

イ  司会 

各ス テージに１ 名司会を 手配する こ と 。司会はバイ リ ン ガルであ る こ と 。ピ ッ チ

コ ン テス ト の司会は、ピ ッ チイ ベン ト での経験があり 、本イ ベン ト を 盛り 上げる に

ふさ わし い人と する こ と 。  

ウ  案内業務 

開催期間中は、 出展者・ 参加者等への受付・ 案内業務を 英語、 日本語の２ か国語

で行える よ う 手配する こ と 。  

エ 制作物 

（ ア） ス タ ッ フ ジャ ン バー等を 制作し 、都の職員を 含めたス タ ッ フ 全員に配布でき

る よ う 計画する こ と 。  

（ イ ） 必要に応じ てノ ベルティ 等を 制作する こ と 。内容については実行委員会と 協

議する こ と 。  

（ ウ ） 本イ ベン ト の事前案内用パン フ レ ッ ト 類、 当日配布用パン フ レ ッ ト 類（ 電子

も 可） を 必要数制作する こ と 。 デザイ ン 費用も 負担する こ と 。 実行委員会の

求めに応じ 、 適宜必要枚数を 提供する こ と 。  

オ その他 

（ ア） 本イ ベン ト 開催準備・ 運営に当た っ て必要な場合は、 実行委員会職員を 含め

た運営ス タ ッ フ の宿泊場所を 会場近く で確保する と と も に、食事を 手配する

こ と 。  

（ イ ） 準備日及び開催期間中は、清掃を 行う など し て会場内を 清潔に保つための清

掃を 計画する こ と 。  

（ ウ ） 必要に応じ て車両証、 関係者識別票（ ス タ ッ フ タ グ） を 作成する と と も に、

ス タ ッ フ の服装について定義する こ と 。  
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（ エ） 運営計画について、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症（ COVI D-19） の感染拡大な ど

の社会状況や、利用者のニーズ等を 勘案し 、よ り 効果的な本イ ベン ト 開催が

可能と なる 方法を 適宜検討し 、 必要に応じ て見直すこ と 。  

（ オ） 展示ブース を 設ける 際は、来場者のニーズに適し た出展者等の案内ができ る

よ う に計画する こ と 。 ま た、 各出展者のメ ッ セージ等を PR する マッ チン グ

ボード 等を 準備し 、掲載を 希望する 出展者を 事前に募集し 、調整を 行う こ と 。 

（ カ ） 開催期間中の来場者数について、 １ 日２ 回程度、 実行委員会へ報告でき る よ

う 計画する こ と  

（ ５ ） オン ラ イ ン 配信計画 

ウ ェ ブサイ ト 上でのオン ラ イ ン 配信について 計画する こ と 。 対象は原則ス テージ

コ ン テン ツ（ オープニン グ、 ク ロ ージン グ、 キーノ ート 、 セッ ショ ン 、 ピ ッ チコ ン テ

ス ト ） と する 。 なお、 配信にあ たっ ては以下に留意する こ と 。  

ア  英語及び日本語での配信と し 、 ユニバーサル対応を 念頭に字幕配信も 検討する

こ と 。  

イ  な り すま し や情報の改ざ んなど の外部から の攻撃や、 データ の漏えいなど のセ

キュ リ ティ リ ス ク にも 対応し た安全なシス テム を 活用する と と も に、 GDPR に準拠

する こ と 。  

ウ  データ 等の定時バッ ク アッ プ、 通信回線の保守・ 維持等を 適切に実施し 、 シス テ

ム ・ ネッ ト ワ ーク 障害時やデータ 喪失時等に速やかに復旧する ための措置を 実施

する こ と 。  

エ 想定さ れる 最大負荷に耐え う る キャ パシ ティ プラ ン ニン グ を 検討し 、 こ れに応

じ たサーバー構成と する こ と 。  

オ コ ン テン ツ はすべて、 パソ コ ン に加え て ス マート フ ォ ン 及びタ ブレ ッ ト から の

閲覧を 可能と する こ と 。  

カ  配信コ ン テ ン ツ はア ーカ イ ブ化し 、 少な く と も １ 年は閲覧でき る よ う に計画す

る こ と 。 なお、 通訳音声も 含む。  

（ ６ ） 関係者の巻き 込み 

ア  アン バサダー 

ス タ ート アッ プ関連団体、 VC等でス タ ート アッ プの推薦、 本イ ベン ト の PR 等に

協力する アン バサダーを 前回イ ベン ト の実績以上獲得する こ と 。  

事前に機運醸成イ ベン ト を 国内外で実施する こ と 。  

積極的に本イ ベン ト を PR し ても ら う 仕組みを 検討・ 実施する こ と 。  

イ  ス タ ート ア ッ プ 

ス タ ート アッ プやス タ ート ア ッ プ関係者の個人を 、 広報に積極的に協力する PR

ア ン バサダーと し て任命する こ と 。  

出展ス タ ート アッ プ向けに機運醸成のためのイ ベン ト を 国内外で実施し 、ネッ ト

ワ ーキン グ、 ピ ッ チ等を 実施する こ と 。  

 

６  Ci t y-Tech. Tokyo2023( 以下、 前回イ ベン ト と いう 。 ) に係る フ ォ ロ ーア ッ プ 

（ １ ） 対象者 

ア  前回イ ベン ト に参加し た、 VC/投資家、 ス タ ート アッ プ、 大企業 

（ ２ ） 方法 

ア 対象者の属性に応じ てアン ケート を 実施し 、 前回イ ベン ト の開催を 契機と し た 、

NDA締結件数や商談成約の状況、 投資金額等を 確認する こ と 。  

イ  効果を 確認でき た、 も し く は今後確認でき る 可能性が高い対象者 10～15 者程度

に対し 、 ヒ アリ ン グを 実施する こ と 。  
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ウ  ア ン ケ ート の集計結果、ヒ アリ ン グ内容について、報告書を 作成し 提出する こ と 。 

 

７  料金の徴収等 

（ １ ） 入場料、 出展料 

実行委員会と 協議の上、 適切な金額を 設定する こ と 。  

ア 入場料収入は委託事業者の収入と し て取り 扱う 。 ただし 、 無料招待券を 、 実行委

員会の指定する 枚数発行する こ と 。  

イ  出展料収入は本イ ベン ト の概ね１ か月前ま でに徴収する も のと し 、 令和 6 年度

に実行委員会の収入と し て取り 扱う 。  

（ ２ ） 協賛金 

ア 国内外の大企業等を 中心に候補を リ ス ト アッ プし 、 協賛金を 含めた協賛の依頼・

調整・ 契約の事務を 行う こ と 。 なお、 協賛金にかかる 収入は令和 6 年度に実行委員

会の収入と し て取り 扱う 。  

イ  協賛は、 物品も 可と する 。  

ウ  協賛金収入のう ち以下の割合を 、協賛金管理料と し て事業者の収入と し 、残り は

実行委員会の収入と し て取り 扱う 。  

割合： 基本は２ ％、 目標を 超えたら ＋３ ％ 

目標： 200, 000, 000 円 

 

８  税務処理 

（ １ ） 実行委員会と し て前回イ ベン ト も 含めた必要な税務処理を 行う こ と 。  

（ ２ ） 消費税については、 実行委員会と し ての継続性を 確認の上、 イ ン ボイ ス 制度開始も

見据えて課税事業者と なる べき か否かも 含めて、 方針を 提案の上、 対応する 。  

 

９  その他 

（ １ ） 弁護士、 弁理士 

本事業の実施に当た っ て必要と な る 法務相談を 適宜実施し 、 報償費等を 支出する

こ と 。  

ア  時間単価４ 万円×40 時間程度を 想定。  

イ  国内外の関係者と の契約（ イ ベン ト への相互出展等） 及び事業に関係する 知的財

産権等（ 商標登録等） を 想定。  

 



グローバルイベント2024企画選定委員会　審査基準 （案）

非常に優
れて いる

優れている 普通 やや劣る 劣る

5 4 3 2 1

1
・イベントの趣旨・目的を正しく理解し、国内・海外ともに高い訴求効果が期待できる魅力的な企画内容と
なっているか。
・次回以降の開催も見据えた継続性があり、実効性の高い内容となっているか

5 4 3 2 1

2
・過剰な費用を要する提案となっていないか。
・登壇者、プログラム内容の充実を最優先とした経費配分となっているか。 10 8 6 4 2

3
国内外の関係団体、自治体、大学、企業等との連携について、イベントの効果を最大化するものとして具体
的に提案されているか。 10 8 6 4 2

4 集客、及び協賛企業、アンバサダー等のパートナー獲得のための適切なプランが提案されているか。 5 4 3 2 1

5
・オープンイノベーションが体現でき、国内外から幅広く参加者を募ることができるブース出展計画が提案さ
れているか。
・質の高いスタートアップに出展してもらうための工夫が提案されているか。

5 4 3 2 1

6
・登壇者、参加者等に関してダイバーシティを考慮し、多様性に富んだプログラム 内容になっているか
・イベントの主旨に鑑み、より豊かで持続可能な“未来の都市”を実現するための技術の活用を重視すると
ともに、サステナビリ ティに配慮した内容となっているか

5 4 3 2 1

7
・効果的なＫＰＩが設定され、実現のための計画が示されているか
・KPI設定に関して具体的な事例を用いた根拠が示されているか 5 4 3 2 1

8

・イベントの趣旨・目的、諸条件を的確に踏まえ、適切なプログラム ・スケジュールが提案されているか。
・連携イベントとの相乗効果を最大限に図る提案となっているか。
・同種イベントとの比較分析を踏まえ、他のイベントとの差別化、東京ならではの個性・強み、東京のＰＲが
可能な企画となっているか
・エンターテインメント要素の取込など、イベント認知度・集客力向上に向けた魅力的な提案がされている
か。

20 16 12 8 4

9

・オンライン、オフラインともに、イベントの趣旨・目的や対象に合致した魅力あるレイアウ ト・デザインとなっ
ているか。
・ハイブリッド開催であることを考慮し、オフライン・オンラインを効果的に連携させ最大の成果をあげる企画
となっているか。

10 8 6 4 2

10
イベントの趣旨・目的に合うグローバルな著名人等のリ ストアップがされているか。また、内諾を得られてい
るなど実現性があるか。 20 16 12 8 4

11 広報
ターゲットの性格に応じ、効果的な広報媒体・手法を提案しているか。効率的なスケジュールとなっている
か。 10 8 6 4 2

12
・具体的で実効性・確実性の高い企画内容となっているか。
・本事業の確実な履行に当たって必要な業務工程を見込んでいるとともに、本事業を確実に実現できるスケ
ジュールとなっているか。

10 8 6 4 2

13

・オフラインもしくはオンライン開催のイベントにおいて優れた実績があるなど、効率的な運営が期待できる
か。
・連絡・調整・交渉、登壇者・参加者の管理など、業務履行に必要な運営体制が整っているか。
・統括責任者は適切な能力や経験のある人選となっているか。
・イベント開催に効果的な内外のエコシステム関係者へのネットワ ーク、コネクションを活用した運営が確保
できるか

10 8 6 4 2

14 その他
企画提案全般を通じて、熱意が感じられ、積極性が見られるか。また、自社のノウ ハウ や強みを活かし、創
意工夫を凝らした独自の提案がされているか。 5 4 3 2 1

審査項目 審査の着眼点

評価点（ 合計最大130点）

業務理解（ 配点15点）

企画（ 配点30点）

プロ グラ ム（ 配点50点）

広報（ 配点10点）

事業の実現性（ 配点20点）

その他（ 配点５ 点）

業務理解

プログラム

事業の実現
性

企画


